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f算10時限l 1995年6月20日

身体の中の歴史(7)
ー一比較形態学入門 ー 一

奥 野 良之助

6 欅 の歴史

（歯の構造と機能）
人間の歯に、門歯・犬菌 ・ 小臼歯 ・ 大臼菌の区別があることは、・爬虫類から哺乳類への

進化の記をした時に、すでに駁明した．人間では、噛み切る門菌が2本、突き剌す、とい
っても人間の場合はぽとんど尖っていないが、犬菌が1本、噛み砕く臼薗が1J＼臼歯2本｀
雄3菌3本で、これをそのまま数字で表わした2123というのが、人間の薗式というこ
とになる．その並．． び方は図65（次ページ）の遍りで、左半分が上顎の右側の菌列、右半分
は下顎右側の歯列を示している．これが上下に噛み合うわけだね．

歯の断面図が図66（次ペ ー ジ）で、左が臼歯、―中央が門菌、右は門歯の根っ子の輪切り
の図。基本的な菌の構造は、真中に歯麓腔という空所があっ、て、ここに血管・リンバ管・
神経が入り込んできて歯に栄養を与えている．その代わり、虫菌になるとひどく痛む。ぼ
くの歯は、たいてい神経を抜かれているが、神経を抜かれると、痛くはないけどすぐに歯
がぼろぼろになってくるね．菌も生きている組織で、栄養を補給してやらないと痛んでく
る．

この歯鶴腔の周りを取り囲んでいるのが象牙質、·まあ象牙は‘／ウの菌だからそのものず
ぱりの名前だが、これが菌の主要成分で骨より硬い物質からできている．さらに硬いのが、
象牙質の表面をおおっているエナメル質で、これは身体を書成している吻質の中で、ずば

．

．

磁けて硬いもの：ただし、エナメル質がおおっているのは薗の上のほうだけで、根の郎分
は象牙質より梁らかいセメント質がおおう．

これが菌の櫃造で、その鑽能はとにかくあらゆるものを噛み切り噛み砕くことにある。

《乳薗と永久菌》
われわれ、つまり哺乳類の歯は、前に述べた異薗性のほかにもうひとつ、生涯に一 度だ

け生え変わる特徴を持っている。生まれたときには薗はなく、6カ月目くらいから生え始
める．これが乳薗で、門薗・犬薗 ． IJ\臼薗は生えるが、大臼薗は生えない。だから、大臼
歯は生涯一度しか生えないことになる．

乳歯は、生える時期も順番もだいたい決まっていて、第1門歯が6→8カ月、第2門躇
が7~12カ月．1歳のお襲生には前薗だけ生えて、ピ ・ー バ ー みたいな顔になる e 犬痙より
もその奥の第1小臼菌が先に生え、その時期は12~16カ月目、犬営はその後16カ且から20
カ月目くらいになる の 最後に第2 ij＼臼歯が20~30カ月で生え、2懃半くらいで乳歯がそろ
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6歳から7歳になると、第2小臼歯の奥に第1大臼歯が生え始め、これが永久菌への生
え変わりの始まりとなる．これを6鰻臼菌という。以下、第1門菌•第2門薗•第1小臼
菌・犬歯•第2 /J＼臼菌の順で生え変わりヽだいたい10鐵から15歳までの間に乳菌はすべて

永久歯に生え変わる。第2大臼歯はこの時期の終わりごろ、13歳から16鐵にかけて生える．
一番奥の第3大臼歯はさら1こおくれ、そのため「親知らず」とも呼ばれる．早い人で17歳

くらい、おそい人では40歳くらいまで生えないこともある．それどころか、 一 生生えない
人もいて、この場合歯式は2122となる．この第3大臼薗は、なくなうていく途中にあ

る歯であって、おくれて生えたり、生えなかったりしている。

乳菌と永久薗の生え変わりは哺乳類だけの特徴だが、なぜこんな面倒なことをするよう
になったのか、少し調べてみたのだが、誰もその理由を書いていなかった．それで、膳手
に推渭したのだが、こんなことではなかろうか．

菌は、食ぺ物を噛み切り噛み砕くために、櫃めて硬い組織となっている。一度作ってし
まうと、なかなか変えられない．子供の顎は小さいので、大人に合った大きさの永久菌を

初めから生やすととても頸に戴せ切れない。といって、子供の頸に合わせた小さな菌にす
ると、大人になってから薗の間が空いてしまう。成長する顎と成長しない國を調和させる

苦肉の策が、乳菌・永久菌の生え変わりだ、という説明はどうだろうか．
それなら、もう2、3回、生え変わってくれればありがたいと、永久薗がそろそろなく

なってきたぼくのような年害りは思うが、そうはいかないらしい。もともと動物というも

のは、生まれ、育ち、子供を作り、育てると、それでだいたいお役御免となる。そしてそ
のころに、ちょうど永久菌が抜けていくことになっている．野性の動物は菌がすり減った
り抜けたりす

、

る頃に、だいたい寿命が来るということだね。薗抜けのライオンは生きてい
けないことになっている．．菌が痛んでも、削ったりつめたり、挙げ句の果てには入れ歯ま

で入れて、ともかく長生きしているのが人間で、野性の動物と比較すればちょっと長生き

のし遍ぎだね、人間は．もっとも、ぼくも令、薗の修鬱中だから、これ以上は言わないこ．．．
とにしよう。

《異菌性の歴史》
薗に、門薗・犬薗・臼薗の別ができるという異菌性については、爬虫類から哺乳類の進

化の記を
ヤ

したときに闘明したから、簡単にすませることにする．,;.
哺乳類の先祖になったのは単弓類という爬虫類のグルーフだが、そのいちばん元になっ

た盤董類で阜くも異菌性のきざしが見られている ． 盤龍類というのは例の背中に大きな「

背びれ」を持った異様な形の爬虫類だが、図67にその頭骨が示してある． ． 左上のエダフォ
サウルス(B)では、まだふつうの爬虫類と同檄、同じ形．の．尖った菌がたくさん並んでい

るだけだが、右のヴァラノサウルス(A)では、上顎の前のほうに、 一 段大きい鋭く尖つ

た歯が現われる。時代はまだ二畳紀で、どうやらこの歯が世界最初の犬歯らしい。左下の

デイメトロドン(C)になると、さらに異歯性が進んで長短いろ｀いろな長さの歯が並んで．｀
いる。といっても、すべて尖った犬歯状で、門幽や臼歯はその特徴的な形はまだ現わして
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図67

いない．
盤龍鶏からより進んだ獣弓類になると、次第に形が整つてくる。図68（次ページ）に二

量紀という古い時代の獄弓類の頭骨を三つ並ぺてある．まだ異菌性はそれほど明置ではな
いが、左のビアルモスクス(A)では、長大な犬薗を境にして門薗系の菌と臼菌系の菌が
分かれている．

この獣弓躙1;次の三量紀の襲わりに、もうちょっとで哺乳類になる優れた動物に進化す
る．その一つキノグナタスの菌には、］．異薗性がはっきりと璃れている（図69 ·次ページ）．

門薗はまだ尖っているが、犬薗の緩ろの臼薗は、蔚半分が小さく緩ろ半分は大きくなっ
ていて、すでに小臼薗と大臼薗の区別さえ見られている．ただし、臼薗といってもわれわ
れのものとはだいぶ違っていて、上面が平らではなくてまだ尖ってはいるが．

散を数えると、門薗4 ・ 犬菌1 ・ 小臼薗 5 ・大白薗4で、薗式は41 64となる。人闇
の2123に比ぺて非常に多い．しかし、その先祖である爬虫類に比ぺると、ワニの菌を
思い出せば分かるように、これでもそうとう少なくなっている．最も原姶的で最も敷の多
い歯を持つ哺乳類の菌式は3143であり、キノグナタスからさらに歯の敷が減って哺乳
類になったことがわかる．

哺乳類の菌式は｀上顎と下顎の数が違う場合には、上下に分けて書くことになっている．
例えばイヌの菌式は、

1676 



(A) (B) 

図9-4 ロシアのペルム果から出る単弓類の頭董と下顎骨．（A）脚97叩SIヽchus．原始的な獣弓類の一つ．

約0．四倍．（B) Titanop/1011輝S,ディノケファルス霞の一 つ．約0.13倍．（C）&temmt1tos11ch1is,.f_

ィIケファルス類の一つ．粒0.07倍．

図68
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図69

3 1 4 2 
3143 

となる。 哺乳類の最大が3143だから、 イヌの下顎は原型通りだね。 上顎の大臼歯を1
本減っているだけで、菌に関する限りイヌは保守的な動物といっ．＾てもよい。 イヌは肉食勘

1 6 7 i’ 



物だから、門菌や犬菌を残しているのは分かるが、8歯をどうしてほとんど残してきたの
か。臼歯は植物のような消化の票い食物を噛み砕くために発達した幽だからね．そこは、
しかし、彼らはうまいことをやっている．イヌやネコ類など肉食勤物は、臼爆の上に鋭い
ナイフのような突起を発達させ、肉を切り覆く歯に変形した。これを裂肉歯（れつにくし）
という．すべての歯が、肉食性に適応していることになる．

では、草食動物はどうか。＇・ウシの歯式は次の通り．

旦
：

3 1 3 3 .-

下顎の歯は普遍だが、上顎の門歯と犬歯がなくなっている。犬歯はいらないが、門歯は
草食動物にとっても、草を噛み切る重要な役目を持っているはずだが、牛は実は、門歯の

1 代わりに角質の分厚い板を発違させた。下顎の門菌とこの角質の板との間で、草を噛み切
っている．歯はすりへったら補充がきかない。角質ならいくらでも補強できる。同じ草食

動物でも、ウマは上饗門歯も全郭のこしている．同じように見えても、動物は種によって、
いろいろなやり方をとっている。

《魚類の菌》
哺乳類の薗は、異歯性とか生え変わりは2度までとか、いろいろ規則があるが、哺乳類

以節の爬虫類·両生類 ・ 魚類の菌には、そういう規制はあまりない．各自膳手に、郵合の
いいように菌を作っている．もっとも、歯薗腔 ・ 象牙質・エナメル質という歯の基本構造
は、すべてを遍じて同じである． .. ・；

図70に、サメと硬骨魚の菌の模式図を示しておこう．

． 区詈暑
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人間の歯は、顎の骨の穴の中にすっぽりはまっている．この形式の歯を檀歯（そうし．）
という．これは哺乳類の発明ではなくて、恐竜の先祖形の櫂歯類がすでに持っていた．

しかし、それ以前の脊椎勁物は、骨の表面、あるいは皮嘱のすぐ下の骨の中から歯を成．
長させている．図70の上（A)はサメの下顎の先端で、下頓軟骨から生えた歯が、次第に

1678 
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前進し、 最後に抜け落ちていくところを示している。 サメは、 人間のように、 菌の生え変
わりは2回までといったケチなことは言わない。 次々と菌を生産し、 送り出していく。

サメの皮を「鮫皮（さめがわ）」といって、非常にざらざらしているが、あれは鱗（う
ろこ）ではない。 ざらざらの正体は小さな突起が全身をおおっているためで、 その突起の
一つ 一 つは、 実は歯と同じ構造を持っている。 図70の右上に描いてあるのがそれで、 小さ
いながら歯髄腔 ・ 象牙質 ・ エナメル質という三重構造を持っていて、 明らかに菌と同じで
ある。 つまりサメは全身歯だらけというわけで、 さすがはサメだね。これを皮歯（ひし）
あるいは循鱗（じゅんりん）という。

ふつうの硬骨魚、 真骨類の菌は、 図70の下（B)に示してある。
魚の歯はしっかり固定されていないことが多い。この図にあるように、鋭く尖った菌は

内側に倒れる。これは、かみついた獲物を逃さないようにするために郎合がいい。 その代
わり、 すぐにおれたり抜けたりするが、魚も歯はいくらでも補給がきき、少々抜けても困
ることはない。

われわれの菌は顎に 一 列に並んでい るだけだから、 歯とはそういうものだと思っている

が、 魚や爬虫類では、菌はいろんなところに存在する。 サメでは全身に存在するが、あれ
は歯として機能しているのではなく、 鱗の代わりをしているだけ。

図71に、 ちょっと変わった爬虫類の歯を示してある。

A
 

B
 

饂皿いるいるな踪謎直．AはトカゲAmblyrhynchus.重劃臨祖員の鱈I�畔てはなく學暉を青口るものガ裂9. B 

l埠嘉したPlacodus．煎呻れ員を撼る熊印ようになっており、徽虚i武□璽鑓も含めて．平扱状て複い貝をくだくの

に還して心．CI砕咤カコフラ0phioがag田のユ屁．ぢ1ヰ屯邸安隣鉗針のようて、覆物に雷を牢マるのに知1つ．

(Edmundによる．）

図 71

左は草食性の爬虫類の歯で、 肉食性のものが 一 様に鋭く尖った歯を持つているのに対し
て、これでは先懺が三股に分かれている。これで草をしごいて食ぺるんだね。真中は、 プ

ラコダスという｀ 海生の爬虫類の上顎を下から見たところで、前のほうに恐ろしく出っ歯
の前歯が6本、 まぱらに並んでいる。 横にわれわれの臼菌みたいな丸い歯が並ぶ。ここま
でならわれわれの歯と大して変わらないが、口の天井の郎分、 口蓋に、 頑丈な塊がある．
下顎も大体同じような作りになっている。このプラコダスというのは、 浅い海に檬み、 ほ

1679 



とんど、貝ばかり食ぺていたらしい。出っ薗の前歯で砂の中から貝を掘り出し、興歯、と
くに口蓋にある頑丈な菌で賛を噛み砕いて食べる。

現代の魚で、これと非常によく似た薗を持つているのは、 コプダイという、頭に大きな
コプをいただいた魚で、日本の沿岸にもけっこう浅いところにたくさんいるから、ちょっ
と潜ればお目にかかれる。タイではなくベラの仲間なのだが、 70~80センチくらいにもな
る大きな魚で、海の中で見るとなかなか見応えがある。ぼくは昔、兵庫票の日本海側で潜
っていて、水深20メ ー ト）レくらいでこのコフダイの十数匹の群れに出会い、思わず見とれ
ていたら空気がなくなって溺れかけたことがある。このコプダイもプラコダスとよく似た
歯を持っていて、口の先懺にはまばらな薗があるだけだが、喉の上下に頑丈な塊状の歯を

-'備えている。水槽でアサリをやると、前菌で拾い上げ奥菌で一気に薗ってしまう。 ガリッ
という音まで聞こえるよ．この喉の上下にある菌を咽頭薗という． コフダイだけではなく
アオフダイやコイにもある。

この型の薗は、砂の中にいる二枚貝を食べるのに遍している．しかし岩にがっちりくつ
ついているカキやフジッポなどは、この前薗では疇り取れない．固着性で固い頬を持つも
のを噛みとるのはイシダイという魚で、この魚の薗はほとんどすべてが癒合して、頑丈な
くちばしになっている．

アオプダイという魚がいて、これもけっこう大きくなる魚だが、蔚薗がちょうどオウム
のくちばしみたいな形になっている。だから英圏ではバロット・フィッシュ（オウムウオ）
という．アオフダイも、 コフダイほど固くはないが、口の中の上下に、表面がざらざらに
なった大きな薗の塊を持つている。この薗で、アオフダイは、珊瀾纏をがりがり噛って食
ぺる。珊瀾纏をつ

く

くるサンゴを造纏サンゴというが、本体は小さなイソギンチャクみたい
なもので、それが石灰を分泌して骨格を作り、それがくつつき合って巨大な珊瑚議になる．
サンゴが島を作ってしまうんだね。この珊瀾職を丸ごと噛つてしまうのは、たくさんいる
魚の中でアオフダイの仲閻しかいない。もっとも、栄養になるのは小さなポリプだけだけ
だから、大量に食ぺなくてはならない．そして、骨格の石灰はそのまま祷出するが、それ
がたまって真っ白な砂浜ができる．たいてい海水浴場になっているが、泳いでいるときは
その砂浜の出来方は思い出さないほうがいいね．

サンゴを食ぺる魚は、もう一ついて、チョウチョウウオという、平たい、円盤のような
きれいな魚で、口が小さく尖っている．チョウチョウウオはその尖った小さな口で、サン
ゴのポリプを 一つづつ、つまんで食ぺている．

このように、薗を工夫して、ほかのものがとうてい食べられないような餌を食べること
ができるようになれば、生活上非常に有利になる．餌を独占することは、あらゆる動物の
夢だからね． でも、フジツボやカキならおいしそうだからいいが、サンゴではあまりあり
がたくはない。こういうことを適応というが、たしかに適応すると有利にはなるのだが、
逆にいうと、それしか食べられなくなってしまうことでもある“日本でも、黒潮の洗う太
平洋岸には造瀧サンゴがいて、アオフダイも数は少ないが住んでいる。ところが、たまに
殿しい冬が来ることがあって、サンゴが全減したりする。するとアオプダイもいなくなる．
まあ、熱帯地方でサンゴが全減することはないから、アオプダイが絶減する恐れはないけ
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どね。
図71の右錨はコフラの毒牙で、注射器のように中空になっていて、噛みつくと毒液が注

入される。 ヘビの毒は、睡液腺が変わって妻腺になったもので、毒ヘビのみならず、ふつ
う無毒と言われているヘビでも毒だけは持っている。ただ、注射する毒牙がないので喜を
注入することが出来ないだけの話だね．

水族館iこいたとき、沖縄などにたくさんいるエラプウミヘビというウミヘビを飼ってい
た。 ウミヘビというのは、もともとはコプラの仲間が海へ入ったもので、全郎毒を持って
いるのだが、このエラフウミヘビは沖縄や奄美で有名なハフの十数倍の毒性を持っている
という。 強烈な毒だね。ところがこのヘビは、緩牙蛇（こうがだ）と言って、毒牙が口の
奥のほうにあり、指でも差し込まない限り噛まれることはないので、あまり被害は出てい
ない． そんな役に立たない雲牙をなぜ持っているかというと、彼らの餌はアナゴなど細長
い魚で、飲み込む前に注射しておとなしくさせるための毒牙だと、ある本に書いてあった
が、本当かどうかは知らない。

それはともかくとして、その飼育していたエラフウミヘピが水槽から、ある晩逃げ出し
ーてしまった。 噛まないと言っても妻蛇は毒蛇だから、お客さんに被轡があっては大変と、

飼育係繊出で探したのだがどうしても見つからない。 2、3日して、熱帯魚を飼うために
芭屋全体を湿めてあるところの戸棚の引き出しを開けたら、その中でとぐろを巻いていた。
ウミヘピだからと、貯水槽や濾過槽など水のあるところばかり探していたのだが、ウミへ
ビと言ってもやはりヘビなんだね．

《サ ー ベルタイガ ー 》
魚や爬虫類の語はこれくらいにして、哺乳類の菌にもどろう．
肉食性の哺乳類の菌の特徴は、犬菌が強大になっていることで、ライオンでもトラでも、

あるいはふつうのネコやイヌでも、ずば抜けて長い牙を持っている．これはもちろん、ー獲
物を捕えたとき致命傷を与えるためで、だから捕まえる獲物と牙の長さには関係がある。｀

長い牙で有名なものに、サ ー ベルタイガ ー （剣菌虎）というのがいる．図72にその頭骨

i1ll76 サーベルタイガーの頭骨と下皆

図 72
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を示してぁるが、とにかく長い牙だね。
このサーベルクイガーは、よく定向進化の例として取・り上げられる。定向進化というの

は、動物の形態はその生活が有利になるように変わっていくのだが、時には弾みがついて
止まらなくなり、かえって不利になるほど発達しすぎもまだ止まらなくなって、最後には
絶減してしまう、という説で、化石を扱う古生物学者が主に唱えている。肉食獣の牙は長
いほうがいい。ところが、長くなりすぎると口が門まらなくなって、どうにもならなくな
る。だしかにサ ー ペルタイガ ー の牙は誰が見ても長すぎる。彼はその牙を持て余して減び
てしまったのだ。

もっとも、サ ー ベルタイガ ー は、口が閉まらなくなって減びたのではない。口はちゃん
と閉まるのだが、開けても開けても「サ ー ベル」がじゃまになって開け切れない．まあ、
口が開け切れなくなって、減びたのかも知れない。．

本当は、その点もちゃんとサ ー ベルタイガ ー は考えていた。図72の右側は口を開けたと
ころだが、彼の下顎は90度以上開けることができて、サ ー ベルが抜け切れないなんてこと
はない．

サ ー ベルタイガ ー が絶滅した原因は、定向進化にたよらなくてもちゃんと説明はできる．
新生代の初め、哺乳類が発晨し始めたころ、草食動物はどんどん大きくなった。鈍足類と
いうのがいて、名蔚からしてもどんな動物か想像はつくと思うが、ずんぐり太つて足の短
い、なんとも不恰好な草食獣だった。彼らは肉食獣に襲われたとき、走って逃げることは
あきらめ、かといって角でも生やして反撃するでもなく、とにかく皮と皮下脂肪を厚くし
て、少々噛まれても致命傷にならないようにした。古代の草食獣のことを、昔は厚皮類（
こうひるい）といったくらいだった。こうなると、肉食獣のほうも、その厚い皮を貫ける
だけの長い牙を発達させなければならなくなる。その極致がサ ーベルタイガ ー だった．だ
から、サ ー ベルタイガ ー の牙は、有轡になるほど伸びすぎたのではなく、彼が駆り立てて
いた獲物にうまく遍合したものだったと考えられる。

では、そのサーペルタイガ ー がなぜ減びてしまったのか。それは、草食獣の改良が進ん
で、近代的な奇箇類や偶蹄類が出てきたからだ。これらの軍食獣はそれほど大きくはなく、
その代わり足が長くて動きが早く、敵が来れば走って逃げた。牙は長いが獲物にあわせて
鈍重だったサ ー ベルタイガ ー の手にあうような獲物ではなかったからである．だいたい草
食者が減ぶと、それに籟っていた肉食者も減びることになっている．

ユ ー ラシア大陸にいたサ ー ベルタイガ ー は有名だが、南アメリカにいた、やはり長大な
牙を持った肉食獣のことはあまり知られていない．

南アメリカは、新生代の初期から中期にかけて、不思●な世界だった。まだ北アメリカ
とはつながらず、島大陸だった南アメリカに、有袋類の先祖形のオポッサム（図73 ・ 次ペ
ージ）と、真獣類の有蹄類の先祖形の躁節類（かせつるい） （図74 ・ 次ペ ー ジ）とがやっ
てきた。躁節類は草食獣しか作れない。そこで、肉食獣は有袋類が作ることになった畢

島大陸であった南アメリカには、南アメリカ独特の草食獣がたくさんできた e 若きダ ー

ウィンがビ ー グル号でやってきて掘り出したトキソドン（図75 ·次ペ ー ジ）という、巨大
なカパみたいな草食獣や、ウマそっくりで1本指になったもの（図76 ・ 次ペ ー ジ）、ラク
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ダによく似たものに（図77)、 鼻が長くゾウのようなものまでできている（図78) 9 これ
らはもちろん、 アジア ・ アフリカのカバやウマやラクダやツウとは全然系統の追うもので、

1 6 8 3 

・':・. 

急―.,



独立に進化したものである。 同じような生活をすると同じような形になるという現象が動
物の世界ではよくあり

＇

、 並行進化とか収鮫（しゅうれん）現象とか呼ばれているが、これ

もその一 つの例である。
おもしろい話があって、 ダ ー ウィンはトキヽ）ドンとともに、このラクダの偽物も掘り出

した。 南米にはいまでも、 グアナコやリヤマといったラクダの仲間が住んでいる。 ダーウ
ィンはこのニセラクダを本物のラクダと勘違いした。 そして、 すでに絶減したニセラクダ

が進化して今いるリヤマになったと考えた．これが進化論を思いついた 一 つの契犠になっ
ている ． つまり、 進化鎗はダ ー ウィンの勘違いから生まれたわけだね。

一方のオボッサムは、 オ ー ストラリアでも多くの有袋類を生み出したが、 ここ南米でも
数々の肉食獣を造り出した． 図79にあるのがそれで、 上のボルヒェナはオオカミくらいの

ミ｀

Borhyoonoと滑匝韻

Tl,ylqcosmilu1 

国19-3累三紀中期～後期の冑アメリカの肉食性有袋類． 励rhyamaはオオカミほどの大きさ．

Thylaco紐iil1isはジャガーぐらいで大形の剣薗トラと非常によく似ていた．

図79

肉食者で、中 ・ 小型の草食獣を狩り立てていた。 そして、 下のティラコスミ）レスというの
が南米のサ ー•ベルタイガ ー である。 ライオンくらいの大きさがあり、 その長い牙でトキソ
ドンなどの皮の厚い鈍重な草食獣を狩り立てていたらしし,. ティラコスミ）レスはサーベル
タイガ ー と同じくらいの長い牙を持っているが、 下顎iこその剣を収める鞘まで作っていた。

有袋類は真獣類と比べると、 いくつかの点で性能が劣っている。 一 つは脳の発達が悪い
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こと、 そしてもう一 つは胎盤がなくて胎児を長く子宮の中に入れておくことができず、 ご．
く小さい間に生み出してしまうことである。 大きなカンガル ー の生まれ立ての子供は親指
くらいしかない。 そこでお膜の袋に入れて育てることになる。 だから、 有袋類は新生代の
初めには世界中に広がっていたのだが、 真獣類によって駆逐され、 真獣類が入らなかった
オーストラリアでのみ生き残った。 そのオ ー ストラリアでも、 人間がヒッジやイヌを持ち
込んでから、 いまではたくさんの有袋類が絶減している。

だからこそ、 南米の状態はおもしろいのである。 弱いはずの有袋類が強いはずの真獣類
を、 こともあろうに狩り立てて食べているのだから．

残念なことに、 こく最近、 鮮新世になってからバナマ地峡で南北アメリカ大陸がつなが
って、 北アメリカにいた新型の草食獣や肉食獣がどっと南アメリカに進入し、 古い型の草
食性真獣類とともに、 この肉食性有袋類を減ぽしてしまった。 ただ、 先祖のオポッサムだ
けは生き残り、 逆にバナマ地峡を超えて北アメリカ大陸に北上している。 したたかなオボ
ッサムのことだから、 また新型の有袋肉食獣でも作って、 真獣類に 一泡吹かせようと考え
ているのかも知れない．

オ ー ストラリアでも最近、 カンガル ー が増えすぎてヒッジを圧迫するので、 カンガルー
を撃ち激して食肉にしているという． 日本にも一 時カンガル ー の肉が●入されていた。 そ
の名前がおもしろい。 「ジャンピング ・ ステ ー キ」という．体制的に劣っていても、 有袋
類もなかなかやるものだね．

ところで、 草食獣は薗のことでけっこう苦労している。 軍や木の葉など纏物性の食物は
細胞農が固いからよく噛み砕かないと消化しにくい。 ところがあまり噛んでいると、 いか
に硬いエナメル質でもすり減ってしまう． そこで草食獣は限りある菌を長持ちさせるよう
に、 いろいろと工夫しているんだね。

ウシが上顎門菌をなくして、再生の効く角質の板に替えた記はすでに蝕れた．，その上ウ
シの仲間偶蹄類は、 反蜀胃（はんすうい）を開発して、 あまり噛まずに胃袋へ入れ、バク
テリアの助けを借りて発酵させて消化を助けている。

ウマのほうは、 反蜀胃などないから、 臼菌の背を高くした長冠歯（ちょうかんし）とい

うものを開発した． 図80の左側が普通の臼菌で右が長冠歯、2倍以上も長くなり、 エナメ
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ル質を折れ込ませ、ふつうは歯根のところにしかないセメント質を歯冠のエナメル質の上
にまでかぶせている。 さらに小臼歯を大臼薗並みに大きくし、顎いつばいにずらりと並ペ
た。そのために顎が長くなり、 いわゆる馬面となってしまった。

ゾウはまた、 別の方法をとる．‘図81はマンモスの1種の白菌で、 とにかく大きい． たっ

軍
図81

た1本で顎がいつばいになってしまう。 つまりゾウの臼薗は1本しかない． ところが、 そ
の纂1の臼薗がすり減るころには第2の臼菌が奥のほうに生えていて、 抜けた緩スライド
しで前へ出てくる． ヽ／ウは、 だから、 一 度に1本づつしか臼歯を使わず、 順番に新しい臼
薗を使っていく． こうすれば顎いつばいに巨大な臼歯を作れるわけで、 全拐並ぺてすり減
らすよりは長持ちする。 ソウはウマよりずつと長生きするが、 この臼菌の使い方が長生の
秘密の一 つといえよう．

ネズミは、・軍や木の菌よりずっと硬い木材を噛り続けるという宿命を持つている． だか
ら、 並みの方法ではすり減るのを防げない． そこで、 門菌の菌根をなくし、 永久に歯を作
り続けるというやり方を採用した。ネズミの前菌は、 いくらすり減らしても次から次へと
伸びてくる．これなら安心だが、 逆に、 常に噛ってすり減らさないと伸びすぎて、 それこ
そ口が閉まらなくなる。 一 生噛り続けなければならないというのも、 大変だね． ネズミ類
はみんな小さいが、 その原因はこのことかもしれない。 ネズミがヽJウくらいに大きくなつ
たら、 噛るものがなくなるからね．

《フロントサウルスの不思朧》
薗の衝の最緩に、 中生代の最大の恐竜プロントサウルスの菌にまつわる不思議な語をし

ておこう。
恐竜の物圏の中で 一 番有名なのは、 あの首と尻尾の長い優美で巨大な草食性のフロント

サウルスと、 それを攻撃して倒す凶暴な肉食恐龍ティラ／サウルスの括だろう。 図82（次
ペ ー ジ）に、 同じ縮尺の両者の絵を示してある。

このフロントサウルスにはたくさんの種がいるが、 中でも大きいのがデイプロドクスと
いう種で、 長さ25メ ー ト）レ壷さ50iーンに達するという。 ゾウでもせいぜい5~6トンくら
いだから、 陸生動物としては最大といってもいい。 シロナガスクジラは30メ ー トル・150
トンだから、 これには 一 歩をゆずるが、 水中では重力がかからないからいくらでも大きく
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なれる。

図70 テマラノサウルスとプロントサウルス

竃墓類の2ダル ー ブの代衰．2足歩行の冑貪書ティ,1サウルスは全長151
→ Iレ，体重l暉トンの， 均上最大最櫨の構食看。 四足歩行の箪食看ブロン・ト
サウルス11,企長251 ー トル．体重30卜な白亙紀の池上で両看はスケールの
＊會い闘いをくりひろげた．

図82

陸上に住む動物は、 自分の体重を骨と筋肉から出来ている足で支えなければならない。
そこで体重には限界がある。 ある重さ以上になれば、 自分の重さで自分で潰れてしまう。
クジラを陸に引き土げると、 肋骨がボキボキ折れてしまうらしいーある学者がフロントサ
ウルスの強度計算をして、 陸上では自力で立つことはできないという結果を出した。 その
結果、 プロントサウルスは水中生活を余儀なくされてしまった．

その気でみると、 彼らには、水中生活に遍応しているところもある． 、 例えば、 足や腰の
骨は頑丈だが、 頭骨や脊椎骨、 肩帯や骨盤など主要な骨の背中側は、願間の多い構造にな
っている。これは、 背中側を軽く作って水中で安定をよくしているとも見られる． そうい
えは、あの長い首は、 深いところでも呼吸できるように適応したに違いない。ある本でプ
ロントサウルスが首を水面に出し、 水底を歩いている絵を見たことがある。

ただしこれは不可能で、 人間でも胸に水圧が少しかかると呼吸はできない。 ゴム管をく
わえて1メートルほど潜り、 息をしてみればわかる。 とても吸い込めたものではない。．：

ところがその後、 フロントサウルスの足鱒の化石が発見された。 物理的に立てないはず
のプロントサウルスが、 歩いていた証拠が見つかったわけだね． そこで強度計算のやり直
しが行なわれ、50トンがぎりぎりの限界だという結果になった． 強度計算といっても、 そ
うとういい加減なものだね。 これでなんとかフロントサウルスは歩いてもいいことにな·'.'.)、
たが、 最近もっと大きな化石が見つかった． ス ー バ ー サウルスと名付けられたその化石を
復元してみると、 全長30メートル、 体重100トンに達することがわかった。 また計算6ンや
1）置しだね．

そのフロントサウルスには、 まだまだ不思議なことがたくさんあるのだが、 いちばん不
可程なのは、 その口の小ささと歯©貧弱さだと、！まくは思う。 図83)次ベ ー ジ）は、25メ
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血ディプロドクスの頭骨と菖

全紅6J.-ト，，，のこ，，電電の重骨
は長さわずかi::50セソ�.その
きゃし雫なつくりにも膏かされる。
さらに繍は小さく散も少なく． そ
の巨体を養えたとは思えない．

図83

ートル・50トンのデイプロドクスの頭骨の絵だが、頭骨全体でたった50センチというから
•• その顎はせいぜい30~40センチくらいだろう．その上、図で見られる遍り、細長い菌が顎

の前のほうに少し生えているだけで、肝心の纏物を噛み砕く臼薗のようなものは全然ない。
いったい、この顎と菌とで、彼らはその巨体をいかにして養っていたのだろうか。彼ら

は軍食で、草や木の薗を食ぺていたらしいのだが、中生代の纏物が今の纏物よりも柔らか
くて消化がよかったとも思えない。さっき見てきた通り、現代の哺乳類の草食者であるウ
マやウシや ‘／ウが、菌のすり減りにいかに困っているかを知っていると、いかにも不思朧
なことではある。もちろん爬虫類は歯が生え変わるから、すり減っても大丈夫だろうが、
この薗では噛み砕かずに飲み込まざるを得ないだろう。消化の羅い纏物を、いきなり胃や
腸で充分消化できるのだろうか．

ワニは、石を飲み込んで胃の中にため込み、食物を細かく砕く助けとしている。そこで
フロントサウルスも胃石を持っていたのではないかという説もある。化石の胃のあたりに、
丸い石がたくさん見つかった例もあるそうだ．

でも、あの巨体と口の小ささを考えると、それくらいではなかなか説明仕切れない。シ
ロアリは、膿の中に原虫をたくさん持っていて、それに木材の消化をやらせている。奇径
な形をした原虫を見た人もいるかも知れないね．ぼくはひそかに、ブロントサウルスは朧
いつばいに、原虫をため込んでいたのじゃないかと思っている．でも、慧像しただけで気
持ち票いから、あまり言わないことにしている。

海の首長董の頭が小さかったのは、それなりの還由があった．でも、陸上のフロントサ
ウルスの頭が小さくなければならない理由は、思いつかない。

とにかく、中生代という時代は、立てないはずの恐龍が歩いていたり、飛べるはずのな
い翼龍が飛び回っていたり、その巨体を養うには余りにも貧弱すぎる歯しか持っていなか
ったり、不思議な時代だね．
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・中海 ” から見えるもの

栗 間 修 平

r 日本生物学会誌J簗40号で報告した中海•本庄工区干陸は、とうとう島根県朧会本会
謳で可決された． 既に、 本庄工区に隣螢する松江市 ・ 八束町・美保闘町の各議会で干拓同
意の決議が行なわれており、 議会のレ ー ルの上では 一 遍りの手続きが撞ったことになる．
もっとも対岸にある島根県の米子市と境港市の市●会が干拓反対決●を挙げていることも
あって、 干拓が島根県の思い通りにすんなりと進むとは思えない。

地域住民ならびに県民の干拓反対の声は強い，．昨年暮れ、 澄田島根県知事が本庄工区干
陸方針を表明して以来、 地元紙＝山陰中央新輻の投●●には干拓の是非を論じる投書が頻
繁に戴るようになった． もちろん、 干拓反対の意見が圧襴的に多い．． ．．が

先日、 その地元紙に面白い投●が戴っていた． その人によれば、これまで山陰中央新報
の投書欄には干拓反対の意見が57●つている． 一方干拓賛成の投●は6つだけ．全面干拓．
には反対だが叡分干拓を主彊するような意見も5つしか●つていないそうだ．この投書の
主は70何歳かの肇さんだったが、 「投書が世論の全てではないが、・県知事は新聞の投書に
も現われている県民の声に少しは耳を傾けるべきだ。江戸時代の為政者でさえも ・ 目安箱•
なるものを殷置して、 下々の民の声を聞こうとしたではないか。 県民の声を聞こうとしな
い知事はそれ以下の存在だ」といったことをその葦さんは主彊していた·私もいたってヒ
マな人111で、 いつだったか、私の友人の息子である中学生をからかったら、小馬鹿にした
ように「ヒマナ奴やな」と言われたこともある。ヒマなので、新聞の投書欄に眼を週す時
間も十分にある．．しかし、新聞に戴った投書を賛成 ・、反対•その他に分類して散えてみよ
うという気になるほどヒマでもないし、その情熱もない． その肇さんのヒマと軌念には私
も説帽する思いがした． ちなみに、 その同じ日の同じ新聞の投書欄には、．干拓反対の意見
がその肇さんの投書を含めて3つ、賛成の意見が1つ戴つていたので、干拓反対60 ・ 賛成
7ということになる．

この癒さんは「知事は県民の声を聞け！」と言った．この投書よりももう少し薗に新聞
に戴つていた干拓賛成派の投書を読んだ時、私はつい笑いたくなってしまった攀 投●主が
何鐵位の人だったか鴬えていないが、 「知事は ・声なき声．を聞けl」と言うのである．

「新聞の投書欄を見ると圧欄的に干拓反対の声が多い． かつて60年安保の時、 岸首相は国
会に押し轡せるデモ隊を見ながら『私は声なき声に耳を領けたい』と圏った。 知事はこの
岸首相を見詈って、 干拓反対涜の声高な主彊ではなく、投書などにも現われてこない干拓
を望む “ 声なき声” を聞いてほしい」というのが、その人の主蓑の要旨だった。

新聞の投書1こ干拓賛成派の主蚕が少ないというのは、干拓賛成の声を大っびらに挙げる
とまわりから袋叩きになるとか、 干拓賛成派I辺控え目で反対派ほど目立ちたがり屋ではな
いからではない． 干拓賛成を主張する論拠が乏しく、且つ干拓反対を唱える人ほどには贄
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成派はこの問■を値人的には真剣に考えてはいないからだと思う。あえて自分が筆を執ら
•なくても、自分たちの主彊は行政や業界団体といった既存の団体が代弁してくれる、と賛
咸派の人たちは考えているのではないだろうか？ しかし、反対派には自分たちの主彊を

代弁してくれる既存の組織はなく、自分の意見表明は自分の手で行なわなければならない。
無論、自主的な反対遍動組織も存在しているが、干拓反対の声を挙げる者の全てがそんな
組織に属しているわけではない、干拓反対の意思表示を運動組織にだけ任せておけない思
いもあるだろう．そんなこともあつて、賛成派よりも反対派の方がより熱心に新聞の投書
欄を利用していると思われる．．．

しかし、こんな所で｀・声なき声·という言葉が飛び出してくるとは思わなかった。この
•投書の筆者は歴史上の事実を知らないか、あるいは大きく胴解している。60年安保の時、

当時の首相＝岸信介が前述の言葉を発したのは事実だが、その岸が国民の声なき声に耳を
傾けたとは思えない．それよりも、岸がそんな言葉を口に出した途鎖、組織動員ではなく
自主的に国会デモに参加する人々が薫増し、岸の言葉を逆手にとった ・ 声なき声の会 ・ と
いう市民運動姐織も生まれた．この投書の主はそんな経緯を知らないらしぃ． ．声なき声・
という言葉を気の利いた言葉として使ったつもりだろうが、結局のところ、この投●主の
無知と無恥を曝け出すだけになったようだ．そもそも「岸を見琶え」ということ自体が噴
飯ものだが、知事が本当に ・ 声なき声 ” を111こうとしたら超高性能な補聰習が必要で、そ
んなものを耳に付けたら知事の藍膜が破れるのは111運いない．元々この知事は111く耳を持
っていないようだから、そんな面白いことにもならないだろうが．．．．

私は前述した70何鐵かの銀さんのように投書の敷を散えるほど熱心に新聞の投●●を読
んでいる訳ではないが、それでも気づくことがある．それは、私の見落しがあれば別だが、
新聞に干拓賛成の投書を害せている人の誰も彼も、中海近辺では暮らしていないというこ
とである一干拓賛成の論拠は、食料自給諭・領土拡彊論・人口増加綸．緩進脱皮●と檬々
だが、彼らは遠い所からタテマエだけを論じているに週ぎないと言ってもいい・ 一 方、干
拓反対の投書の中には中海と目と鼻の先で●らしている人のものも結構見受けられる．今
大事なのは、・ 天下国家はては地球全体の食糧危纏までも見渡す「広い」視野なのだろうか、
それとも地域住民の「狭い」生活慮覚なのだろうか？ 私は狭量と非難されようが、璃実
の生活慮覺の方を大事にしたい。

最近の賛成派の投書の中で、 「21世紀には世界的な人口爆発に伴って食糧危●が到来す
ることが予爆される。そんな将来も見璽えて中海を干拓し、農地を拡げようとしている知
事さんは偏い」といった内容のものがあった．中海•本庄工区は璽かに広大なものだが、
しかしたかだか1400hである。この投書主は1400tiaばかりの農地を新たに作れば世界的な
食糧危欄がしのげるとでも考えているのだろうか？ こういう人をオプチミストというの
だろう。つい最近の反対派の投書で「農地は難が耕すのか？」と疑問を投げかけるものが
あった。 「1400haの農地を作っても入植者はあるのか？ 入組するとなると、高い農業橙
械も買わなければならない。結局荒れた土地と惜金をつくるだけではないか？」と言う．
また、16歳の女子高校生の投書もあった。先の70何歳かの爺さんの年は正置には覚えてい
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ないのに、 何故か16童の娘の年は正纏に記懺している． それはさておき、 彼女は農業高校
に遍つているのだが、 同級生の殆どが将来農業関係の仕事には就かないだろうと言う。・ 「
後継者がなくて荒れていく農地が沢山ある． 新たな農地を作るよりも、 農業緩継者を育成
することの方が先決ではないか1 島根には珍しいものが少ないけど、 宍道湖・中海の地
形はその数少ない珍しいものの一 つだ。 それを埋立てで薯すよりは、 今のままの形で生か
すことを考えるぺきだ」と主彊している． 「広い」視野のオプチミストとこの女子高校生、
どちらの朧旨に説得力があるのだろうか？ 私は「若い娘に弱い」という自分の性癖を捨
象しても、女子高校生に軍配を上げたい．

干拓賛成素は遠い所から発言していると書いたが、 反対派の中にも腱分遠贖地から投書
を害せている人もいる。 私の眼にとまったのは、 アメリカにいる80何歳かの戴さんのもの
と熊本に住むカタカナの名薗から察するとと在日外国人のものの2つである．

在米の肇さんはかなりエライ人だったようで、 その昔、 島植県の土地改良だったか区國
整理だったか、 投書の中に出ていたその役職を私は失念してしまったが、とにかくそんな
賽員会の重員長をした人らしい．この戴さんの投書を鵬むと、私は本学会諺40号に書いた
私の文章の一部を訂正しなければならないようだ． 私は r土地が徽しいのは難か？』の中
で、 宍道湖・中海干拓・淡水化に「当初、反対するものも殆どいなかったらしい」と書い
た(1621f)．が、この肇さんは「40年前に淡水化問麗が出てきた時、食糧不足ということ
が言われたが、それは大ウソで、 ウ ‘ノだとわかっていたから私は県の役人と瀧しくやりあ
った」と言っている．としたら、 当初から干拓 ・ 淡水化に反対した人もいたということだ。
この肇さんはつい最近渡米したらしいが、住民投稟条令が否決されたことに対して、 「島
根県の棗勢は·.40年菌と褒わっていない．封蔓島根そのものだ」と憤つていた。

もう一人のカタカナの名前の人は、去年島根から熊本へ移住したらしい。 かの小泉八雲
も18制松江中学の英圏敬師として赴任したが、 冬の攣さに辟易して、 一冬だけ松江で過ご
すと、翌年11月には熊本の旧制五高へ転任していった。このカタカナの名前の人が熊本へ
移ったのは攣さに敗けたからではないと思うが、小泉八璽と同じような経路を辿っている
のは面白い。

敷年前、島楓県斐川町に住んでいた坪田愛攀という小学生が『地球の富密』という地球
珊境の保護を訴える漫國を書いた． 彼女はその漫國を描き上げた璽緩に亀死したけれど、
家族が鎮の記念にとその漫薗を小冊子にして同縁生や先生に配布した． それが反響を呼ん
で『地球の富密』は町の手で増鯛され、外国肥に●訳されるようにもなった。 今ではピデ
オも出ているらしく、先日 r笑っていいとも』を編ていたなテレフォン ・ ショッキング
のコ ー ナーに出演した藁師丸ひろ子がタモリにそのピデオを手渡していた。 この『地球の
薔密』の反●のおかげで、 還田島根県知事は地球環境保●の国朦会朧に出席したことがあ
る． そして去年だったか一昨年だったか、松江で ． 珊境保護の為の子供サミット·といっ
た饉しが行なわれた。 そのホスト役は島根県知事だった． 気持ちの慕いホストだけど心

熊本在住のカタカナの人は、 「今は九州に住んでいるけど、 平成7'年度の県民税は島根
県に納めているので準県民の立場で発言させて欲しい」と前盪きした上で、 知事に噛みつ
いている． 「子供サミットを開催し、 瀾境保匿に力を入れると宣言したのはウ ｀）だったの
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か！ 足元の珊境を攘して、地球の濃境が守れる筈がない。知事は世界の子供たちをだま
した」と手厳しい．

賛成派の投書の中に、 「今は昔のように軍憲を派遍して攘土を拡げれる時代ではない。
だから干拓で国土を拡げるしかない．血を流さなくてもすむ平和な領土拡張を徽迎する」
といったものもある．しかし、なぜ領土を拡げる必要があるのか？ 狭ければ狭いなりに
生きていくことを考えればいいと思う．実際、 「狭い」8本の時代が海外に領土を求めた
「広い」日本の時代よりも長持ちしているのだから・．．．おそらく、この投●主は週去
の海外侵略が嘉行だったという思いもないに違いない．

もっと儀作なのは、 「中海を干拓して、松江市を槙にした50万都市を作ろう！」とぶち
上げる意見である．奥は、投書に見られる賛成源の主彊に一番多いのが、これに似た主彊
である．大雹市を作れば島櫃の·螢道性 ” が打醸出来る．遍蔽の督みも解消出来る． 「土

へ 地が広がれば夢も広がる」という県の宣伝に踊らされて、勝手に夢を描いているらしい．
夢を見るのは膳手だが、夢の中には羅夢というものも存在することを忘れないでおいてほ
しい．

そもそも、土地を作っても人が集まるとは限らない．それがタテマエに遍ぎないとして
も、干拓地は農地として利用されることになっている．票はその農地で畜産事業を行ない
たいと言っている．牛や豚は集まるかもしれないが、人は集まらないだろう。干拓による
大叡市の出襄を夢見ている人たちは、中海干拓が農水省主管の事業であり、将来の他用途
転用がありうるとしても、さしあたっては「農地利用」のタテマエが外せないということ
を忘れている。彼らははじめからタテマエも外して農地以外の土地利用を構慧しているら
しい．だとしたら、この干拓はこれまでの農水省主管の事業とは別の事彙としてーからや
り直すべきである．県の宣伝に踊らされるなら、もう少し県の言っていることをよく聞い
て踊づた方がいい．

島根県の人口は70戴万、松江市の人口が約14万．桧江市を核とした50万叡市を作るには
30万もの人をどこかから集めなければならない．県内で人口移動が行なわれるとすると、
島根票の桧江市周辺以外の広い地減にはわずか20万ちょっとの人しか残らないことになる．
これは遍醜も遍り鑢した状憲ではないだろうか？ そこまで極懺なことを考えず、松江周
辺に50万、県内の他の地域の人口は現状のままという湊を慧定しても、県民の半分が一つ
の地域に集中するといういびつな形になることは否めない．．土地は1400hしか増えないの
に、人口だけは 3 倍以上になったりしたら、窟屈でしようがない．

大毬市を夢見る人たちは、人が増えれば遍疎が解消できると巣純に考えているらしい．
島根県全体が過疎化していると言っても、深刻な過疎に悩んでいる町村は主として山間葺
に存在する。松江あたりに人が集まっても、それらの地域の過疎は解消しないどころか、
逆にさらなる過疎化を促進するだけだろう。これでは遠疎問虚の解決にはならないし、島
根の ． 緩進性·の打破にも繋がらないだろう．もっとも、私は島根県のどこが 彎後進的 ”

なのか理解できないけど ． ． • -高層ビルや地下鉄がないから ＂ 後進的 ” なのだろうか？
それとも、高校野球で全国制覇したチ ー ムや都道府県対抗訳伝で上位入賞したチームのな
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いことが “後進性” を象徴しているのだろうか？ まさか、テレクラや覗き郎屋の看板が
目につかずオウム真理数の支郎も存在しないことが “ 後道的 ” だということはあるまい．
ただはっきり言えることは、沖縄県の大田知事と比べたら島根県の澄田知事は蓬にに運れ
た人だという点である．その禿頭を叩いてみても、盈らく因循姑息な音が返ってくるだけ
だろう。

以上、山陰中央新報に載った投書の中で、私の記憾に残っているものを中心に述べてみ
た e こんな投書の内容よりももっと大事なことを記櫨するように若い頃から心がけておれ
ば、私も少しは出世出来たかもしれないのだが ． ．．． 《無理だと思うよ＝会長》

毎日新聞は、2月に、全県を対象とした中海干拓に関するアンケ ー ト調査を行なった．
その結果は、干拓反対57％ ・ 賛成 21 % ・ 残りが「わからない」等で、ここでも干拓反対が
賛成の声を凌鷲している．この結果を突きつけられたある経済団体のエライ人は、「事情
を知らない人が反対運動に引きずられているだけだ」といった内容のことをコメントして
いた．これは県民を晨弄した言葉ではないだろうか？ 「事情を知らない」と言うけど、
新聞の投書に見られるように、干拓に反対する者はそれぞれの立場で一 生瓢のに考えてい
るのである．それとも周辺住民にも全県民にも明らかにされていない「事情」でもあるの
だろうか？ もしそうでないなら、彼のよく知っている、「事情」とやらを県民にわかり安
＜敦えるべきだ．働慢に居直っているだけでは悲劇以外の何ものをも生み出さないことは
最近のエイズ藁轡問麗でも証明されている．後で土下座しても、その時はもう遅い．もっ
と●虚になるべきだ． � 1... 9. 9 6 年 3 月）

"’集局より】
中海のキ拓に対して、もと社会党の岩垂寿喜男濃境庁長官が待ったをかけています。さて、
どこまでがんばれるものやら．

中海干拓 水質予漏再調査を 濃境庁が島根県に饗鵬(96 • 3 • 20＝朝日）

1988年以来中断されている島根県の国営中海干拓事彙•本庄工区の工事を、同県が再開す
ると表明した11!11●で、岩垂寿喜男珊壇庁長官は19日の閣●養の記者会見で、県が奥施した
水質予則の調査は不十分だとして、調査のやり璽しを求めたことを明らかにした。また、
岩垂長官は「県の再調査の結果が出たあと、珊境庁として 一 定の見解を持って対応する」
と述べ、珊境面から注文をつけ練ける方針を示した。／瀾境庁は累の水質調査について、
の水質への影響を七区域に分けて調ぺているが、影響を的蓬に把盪するためには1平方キ
口以下の細かい調査が必要0水質予則は年平均饂を出しているだけで、水質が最も粟化す
る夏場など、季節別の予測がない0干拓地の近くの地点や干拓排水の排出先のデータがな
い、 ． などの問属点を指摘し、再調査を求めた。／同事業は、大規租埋め立て事業の棄境ア
セスメントの実施が公有水面埋立法に盛り込まれた14年以荀に開始された事業のため｀ア
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セスは必要でばなく、同庁が意見を述べる●会がない．今回の見直し要鵬は、中海・宍道
湖が湖沼法の指定湖沼であることから、湖沼保全の立場から求めた．／これに対し、島根
県の佐藤亭男、瀾境生活郭長は「珊境庁には、県の水質予則胴章をおおむね了解してもら
ったうえで、少し足らない郎分について補足的な調査を求められたと受け止めている。調
査のやり直しを求められたとは考えていない。県としても、実際に干拓工事を再開する2、
3年緩までには、濃墳庁から求められた補足調査をしたい」と記している．

こんな記事もありました．

中海の「農業利用」本当か＝今井邦彦•松江支局(96 • 3 • 27＝朝日「記者ノート」）

島横、鳥取両票にまたがる中海・宍道湖の淡水化が一 九八八年に凍結されてから中断して
いた国営中海干拓事業•本庄ェ区（島根県）について、同県の澄田信鶴知事が二十八日に
も、事彙主体の農水省に全面干拓を要鵬する方針を表明すると見られる．去年この方針を
打ち出してから約四カ月．］・住民団体などが指攘する多くの擬問に対して説得力のある説明
をしないまま、既定方針を貫こうとする島根票の姿勢は理解しにくい．／第 一 の疑問は、
澄田知事が「1700ヘクダールの干拓地を全面農彙利用する」と明言している点だ。いまあ
る農地さえ減り饒けているときに、これを本気で受け止める人がいるだろうか．／農水省
は、農業目的でなければ干拓事業ができない．このため「名目だけ農地にして、将来は別
の目的に使うつもりに違いない」と反対派の人たちは不信を募らせている．／淮道に熱心
なのは地元の経済界だ。島根経済同友会は二月、提言書を知事に出した。その中には、干
拓地を農業のほか大学、企業の研究機関、先鐵産彙の拠点、レジャ ー 施設などの構爆が盛
り込まれている。／これとは別に、松江南工会朧所の皆美儘夫会頭は「最初は農地であっ
ても、10年緩、20年後に転用すればいい．スポ ー ツ ・ レジャ ー 施設、先鐵産業の基地など
いろいろな案が浮上するでしょう」という． 「山陰の地盤沈下を食い止める唯 一の希望の
地。本庄工区の干拓は最優のチャンス」という考えで、知事が言う「全面農業利用」とは
かけ離れた本音を麗さない．／肝心の農業団体、J Aグル ー ブ島根は「知事方針を支持す
る」というだけで、曽農についての欄極的な提言はない．／県がつくった干拓地の営農プ
ランでは、キャペ‘')なら 5 ヘクタ ー ル、牛なら5り0頭単位の大頬模経営を前提にしている．

本庄工区の農地価格は10アールあたり170万円ほどになると見られる．キャベッ農象が5
ヘクタ ー ルを貫うには8500万円が必要だ．畜産の橿合は一 経営体が40ヘクタ ー ルで牧軍を
栽培することになっていて、7傭円近い投資がいる。／「とても採算が合うとは思えない」
と農家の人たちはいう．．中海で、すでに完成している四カ所の干拓地の農地が亮れ残った
り、耕作放棄されたりしている．本庄工区の干拓はこの現実を無視しているとしか思えな
い。／農業利用するには水不足の不安がつきまとう。もともと、中海を淡水化して農業用
水を確保することを前提にした計茜だった。淡水化は凍莞され、これに匹敵する水源はな
い。県は小河川と、本庄工区内の65ヘクタ ー ルのため池を「暫定水源」として水をまかな
うと説明しているが、安定した量が碑保できるかどうかは疑問祖する声が多い。／これま
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で本庄工区には堰防工事などに368傭円が投じられた。 県はこのうちの100●円とその利
子140篠円を返す必要がある。 「あと90値円を負担すれば本庄工区は完成する． 中止すれ
ば土地は生まれず、 268憾円の国家負担金をも返さなければならない」というのが県の説
明だ 拿 農水省に取材すると「負担の方法はまだまった＜決まっていない。 島根県が正式に
態度を決めてから交渉する事柄だ」といい、 県の説明とは食い違う。 ／県は、 農水省と交
渉、 協議を重ねてきた内容をほとんど公にしていない。／中海の水質など珊境への影響に
ついても疑問を残している。 「干拓しても、 しなくても、 中海の水質に大きな変化はない」
というのが県の水質予則結果。 住民団体から多くの反諭が出たが、 県は「一流の専門家の
お墨付きを得ている」とつつばねてきた． それが、 環境庁から18日、 事実上のやり直しを
求められる結果になった。 ／住民団体のメンバ ー らはいま、 「県には何を言っても聞いて
もらえない。 むしろ、 ●輪の場が国に移ってからの方が、 意見を聞いてもらえるのではな
いか」と話している。 ／本来、 地元住民の声を扱い上げて国に伝えるのが県の役割のはず。
国との関係にばかりとらわれている現状は、 地方分糎をめざす時代にふさわしい姿とは思
えない．
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二年闇にわたる r最終朧養』 （その3)

奥 野 良 之 助

【纂1朧J大学における研究について（続々）

のんびりとしゃべっていると、二年闇のうち 一年闇が早くも遍ぎて、あと 一 年しかなく
なってしまいました。少々急がなくてはなりません． 「朝の紅顔、タベの白骨Jという言
葉もあります．私などもう夕暮れで、白骨も近いですからね．

《7局長：白いかなあ．6局長：何が？ 7局長：骨ですよ、会長の。6局長：

内臓はともか＜、骨まではまだ及んでいないのじゃないかね》
さて、今回は、大学における研究の目的なるものについて、お駈ししましょう．何を研

究するのか、ということです．
私が学生の頃、というと、 40敷年前のことですが、日本共産党が「国民のための科学」

というテ ー ゼを打ち出しました． 「科学は国民のためにあり、科学者は研究活動を通じて
国民のために奉仕しなければならない」というものです。 「職前、戦中に、科学者は大企
業、政府、軍郎に奉仕した．その結果、無謀な戦争をやり、国民を苦しめた。その鬱を縁
り返してはならない」 そのことを深く反省した結果、この「国民のための科学」なるテ
ーゼが出てきたというわけですね．

当時は、革新勢力と言えば共産党しかなく、大学にも党員はたくさんいましたから、こ
のテ ー ゼは当時の研究者にたちまち浸透していきました．私たちもよく議論したものです。

しかし、国民のための科学、あるいは国民的科学なるものは、分かったようで分からな
いテ ー ゼでした．例えば、資本家も大企業の社長も織理大臣も、そして軍郊の偉い軍人も、
すべて「国民」ですね．そうすると、戦前・峨中に軍事研究をしていた科学者も、 「国民
のための科学」をやっていたことになってしまいます．もちろん、ここでいう国民とは、
もちろんそんな偉い人ではなく、つつましく生活している 一 般庶民のことでしょう．それ
なら、 「庶民のための科学」と

・

か「人民のための科学」とか言ってくれれぱよかったので
すが、どういうわけか「国民のための科学」になって、何のことかよく分からなくなって
しまいました．国民のための科学とは何かを●薗したとき、ある友人がこう結論づけまし
た．

「論文を書くときに、a) b) c) ・・・を使わず、イ）口）/\)...で行こう」
これでは「国民的科学」ではなくて「国粋的科学」ですね．
国立大学の予算は、国民の税金でまかなわれております。まあ最近は、国立大学の授業

料もずいぶん高くなりましたから、学生が養つている率も高まってはいますが、それでも、
相当な額が国家から出ているわけです。そこで、大学教官は謳主である国民のためになる
ような研究をしなければならない、ということになります。一種の「国民のための科学」
論ですね。
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•これはきわめて大鶴名分のはっきりした意見で、このことに反議できる方はほとんどい
ないでしょう．敗職緩、すべての官吏は「公僕（こうぼく）」ということになりました．
「公け」の「曇（しもべ）」という意味で、国民が雇っている「家来」だというわけです。

名前も、だから、 「公務員」となりました．’国立大学の教官もまた公務員です．昔は、教
授は勅任官で、天皇から任命され、国民ではなく天皇の家来だったのですけどね．

最近はしかし、国民のための科学などとは言いません。国民の「ニ ー ズ」に応える研究
をしなければならぬ、などと言います．ニ ー ズとは、必要とか要望とか、そういう意昧ら
しいのですが、それをカタカナでいうところが、現代的でアカデミックなのでしょうか。

前回の朧薯にちょっと出てきた、何かというと「絶対」を盪り回す化学科の選学芭長は、
．

「リ ー、］ナプル」という言葉も好きでした。自分にとって敬授という地位はリーヽJナフル
であり、非常勤職員の女性にはそれがリ ー ゾナフルだ、というように使います．おかげで
私は、リ ー ゾナプルという言葉を聞くと、ぞつとするようになってしまいました。リーゾ ・

ナフルとは、 「道還にかなった」とか「正しい」とか「公平な」とかいう意昧です．•本当..
はなかなかいい言藁なのですけどね．

では、この国民的ニー ズなるものは、はたしてリ ー ゾナフルなものなのでしようか．
私が金沢大学へ来たとき、地学科のある先生と、この問●について●●したことがあり

ます．この先生は国民的科学の信事者で、研究者は国民のニーズに従って研究すべきだと
主要しました．そこで私は、 「『全国民』のためになる研究なるものがあるのなら；敦ぇ:-.
てほしい」と圃いたのです．すると彼は、熱慮のすえ、 「地震予知の研究はどうだろう�.'
これなら『全国民』のためになるのじゃないか」と敬えてくれました。さすが地学科の先'、
生ですね．その峙はそれ以上は反薗しなかったのですが、ここで

↑
ちょっと考えてみましょ

＇

ぅ．というのは、今日(96年3月29日）の朝日新聞に、 「東海地震予知 茂木判定会長の＇ぐ

辞任 不十分な体割見直す櫨会に」という解説記事と、 「地震予知から防災へ 日本の現・．．
状と将来を圏る」という、カリフォルニア工科大学教授の金森樽維氏と大阪大学理学祁教
授の池内了氏という一流の学者の対襲が鴫つていたからです．

もし、関東大震災や阪神大震災のような大地震が、いつ、どこに、どのくらいの大きさ
で起きるかということが、例えば1カ月前に正菫に予知できたとしたら、これは讐かに多
くの人を戴えるでしょう．ただ問·は、そんな予知ができるのかどうかという点です—

金嚢、池内両氏の対襲に、こんな 一 節があります．

金嚢：地震学はここ10年ほどで大変進歩した．起こるであろう地震の大きさは、その·
地域の長い闇の地震活動を見ればわかる．断層にたまるひずみの絶対的な大き
さはわからないが、相対的にはわかるようになった。ところが、例えば150年
周期で地震が起きる場所でも、周期には15年程度のばらつきがある．また、隣
の断層で起こった地震が引き金になって別の地震が起こる場合もある。・地震学
が進歩して、こうした不蓋定要素があることもわかってきた。一方で、そうい
う考えは全郎間違いで、地擬はすぺて偶然起こるという考えもある二例えiむ
その証拠として300年に 一 回しか地震が起こらないような場所で数十年閤際で
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• 

．｀ ・立て綱けに大地震が起こった形薦があることが分かってきた。
泄内：私の専門は物理学だが、阪神大震災が起きて地震について勉強した。そして、

、 現在では直前予知は不可能だと遭信した．地震のような複雑な現象には必ず不
纏定さがある．何年かおきで●り返すといっても、必ず胴差があり、その誤差

は前もって分かり得ないと思う．明日起こるのか、一年後なのか、十年後なの
かは地震学にとっては必然の厭差のうちなのだから、実生活に役立つ直前予知
はできないと思った．

饗するに、地震の正纏な直菌予知は、現在はもちろん、将来でも不可能である、という
ことです。
． ところで、おもしろいのは、研究が進むにつれて不璽定要素が次震に出てきたという金
森氏の訴ですね．研究すればするほど、次纂にものごとがよく分かってくるのがふつうで

ー、 す．ところが、地震は逆に、研究すればするほど分からなくなってしまったわけです。そ
の運由は、 r地震のような一攘縫な現象には必ず不菫定さがある」という池内氏の言葉にあ
ります．闇単な獨拿ならちょっと研究すれぱ分かるのですが、自然はともかく複難で、調
ペれば調ぺるほど、だんだん分からなくなるものなのです．初めは、何が分からないかと
いうことさぇ分からない．IIべていくと、ああ、これが分からないのだな、ということが
分かってきます，自然とか人間の身体とか、櫨縫なものは、だから、研究が進むにつれて
分からないことが壇えていくのです．そんなことなら、研究なんかしないほうがいいのじ
ゃないか、というのも 一 つの意見で、中国古代の哲人老子は紀元前すでに、「絶学無憂J
（学を絶てば憂いなし）と曝破しました．なまじ学があるからいろいろと迷いを生じる、

学を捨てれば迷わずにすむ、というわけですね．もっともその代わり、いざ地震が起きて
も平然としているだけの度胸が饗ります．

それだけの度胸のない気象庁は、数年前に「大規槙地震対策特別措置法（大震法）」と
いう法律をつくりました．地震が起きそうだと判定されれば、 「警戒宣言」が出され、そ
の地絨の新幹糠を停め、•高速道路の遍行を規舗し、鐵行や郵便局、繭店、エ欄などの営彙
を停止させます．その，J定をするのが「地震防災対策強化地域判定会」で、6人の地震学
者で構成しています．

ただしこの法樟は、対象を「東海地震」に限っています．東海地震というのは、蒙河湾
を震濠とする巨大地震で、もし起これば東京が纏滅するだろうと言われ、しかもここ10年
くらいの11に相当櫨奥に起こるのではないかとされているものです．そこで気象庁は、駿
河湾の周辺に地震計やら歪み計やら、離しい櫨械をたくさん埋め込んで、地震の前兆を捕
えようとしているわけですね。その「判定会」の会畏、茂木清夫氏が最近辞任したので、
こういう記事が出たのです 鬱

茂木会長がなぜ辞任したかというと、大震法では、危ないとなるといきなり「警戒宣言」
を出すことになっています。すると｀東京から静岡にかけて、さっき言ったような措置が
取られます。すると、 一 日で7000傭円の損轡が出るそうです。それでもし、予知が外れて
地震が起こらなかったら大変ですね。これを「空攘り」といいます。でも、それを恐れて
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出し渋り、 地震が起こってしまったら｀ もっと大変です．これが「見逃し」ですね． そこ
で茂木会長は、 いきなり「警戒宣言」を出す前に「注意糟」を出せるようにしてくれと要
求し、気象庁がうんと言わなかったので辞任したわけです．

「空蒙り」したら1日7000傭円の損轡、 「見逃し」たらそれこそ何万人という死者が出
ます。 「連絡会」の地震学者6人は、 そんな「責任」を負っているわけで、 「注意糎」を
出させろと言う茂木会長の気持ちは、 分からないでもありませんね。 しかし、 地震の予知
に絶大なる自信があれば、 困ることはないわけです。 困っているのは、 自信がない匪明で
すね。

でも、 自信がないのに、 なぜそんな賣任を負ってしまったのでしょうか。
茂木氏は辞任の弁の中で、 こんなことを言っています．

「大震法ができるとき、 国会で意見を聞かれた地震学者は『地震予知は離しい』と
槙重だった．ところが、 大震法は、 予知ができることを前霙としたものになった」

(96 • 3 • 29＝朝日）．

まるで他人事みたいに言っていますが、 ほんとうに「予知は離しい」と思っていたのな
ら、 「予知ができることを蔚提とした」大震法に箇力できないというのが「リ ー ゾナフル」
な態度というものでしょう．にもかかわらず、 茂木氏は気象庁に要鵬されて会長を引き受
けてしまった．

その点、 わが日本生物学会の会員諧氏は、 リ ー ゾナプルですね。 ここ2年11!、私がいく
ら要鵬しても、 だれ一人会長になろうとしないのですから．

もっとも、彼が会長を辞めたのは、・出来もしない予知を出来るような蒙をして会長職に
とどまることを、 深く反省したわけではなさそうです。 辞任の弁の最緩に、 彼はこんなこ
とも言っています．

「今のような合遭的でないやり方で東海地震の警戒宣言を出して、 一 回空振りして
しまうと、 もう地震予知はおしまいになる。 一 回出して、 何千●円もの社会的損失
が出れば、 『もうやめてくれ』となる． これまで築いてきた地震予知の研究がスト
ップする． そうなると、 国民全体が将来的に大きな損轡を被つてしまう」

彼が恐れていたのは、 「空振り」して地震予知の研究費を止められることでし・た。 「見
逃し」て何万人の死者を出すことではなかったようです． こんな「学者」に地震判定を任
せていたのかと思うと、 ぞっとしますね． 「空蚕り」を恐れるあまり、 そうとう危ないと
いうデータが出ても、 菫り潰すかも知れませんからね。茂木氏は辞めましたが、 即日後任
が決まっています。 どうせ似たような考えの持ち主でしょうから、 判定会の判定など、ゅ
め信用しないことです．

「そうなると、 国民全体が将来的に大きな撰密を彼ってしまう」という発言もおもしろ
いですね． 「われわれに地震予知の金を出さないと、 おまえらは将来｀ 地農で死ぬぞ」と
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いうことで、これは一糧の強迫だと言ってもいいでしょう。．
ここに、 「国民のニ ー ズ」輪の本質が出ているようです。かつての「国民的科学」綸に

は、そうとう真剣に、国民のためになる科学研究をしようという気持がありました。敗戦
直緩の反省もあったし、何よりも当時は、国民すぺてが飢えていたのです。食料増産は至
上念令で、私も最新式の生攣学を武器に、漏師（こ科学的な魚の獲り方を教えに行って、逆
に敬えてもらって罵ってきました．何しろ瀧師は、魚のことは私なんかよりもはるかによ
く知っていたものですから．． ． ··· ・ ．

しかし、最近の「国民のニ ー ズ」綸には、真に国民のニー ズを受けとめようという真摯
な資勢はないようです．自分の研究、それによる出世がまず先にあって、そのための研究
費を引き出すときに、 「国民のニーズ」を利用すると言えば言い遍ぎでしょうか．でも、
先に引用した二人の学者の対襲を見ると、決して言い遍ぎとは思えません．池内氏はこん
なことを言っているのです．

池内：約30年薗、日本の地震予知研究が姶まったとき、特別な事業として予算を11
いてもらうために「地震警鶉が出せるようになる」と言ったと思う．いまだに
その構造が饒ぃているので、地震学者たちは「予知はできない」といえないの
ではないか．．

出来もしないことを出来るといって金を引き出す．これが「国民のニ ー ズ」朧の本質で
す．まあ、私がやってる生纏学でも、今から20藪年前に同じことをやったのですが、その
ことはまた、あとで触れましょう．

さて、国民のニーズというからには、 「すぺて」の国民のニ ー ズに応えなければなりま
せん。もし地震予知の研究が道んで、正讐に地震の規模、． 橿所、時閾が予知できるように
なったとしましょう．でも、いきなり1カ月薗に予知するのは無理で、初めは地震30分前
とか1時間蔚とかになるでしょう．

そこで、東海地震が1時111薗に予知できたとしましょう．大震法では、判定会●が判定
すると、気拿庁長官から内霞纏理大臣に馨告され、圃●にかけられたうえで、警戒宣言が
出されることになっています．闇鵬ではいろいろな意見が出るでしょうね．たぶん、 「す
ぐに発麦すれば、パニックが起こるのではないか」という意見が多戴を占めそうです．そ
して、 一穀には発表しないで、 「聾人」にだけ知らせる結果となると考えるのがリ ー ツナ
フルというものです．

要するに、同じ東京に住んでいても、助かる人と助からない人が出てくることになりま
す。これは、1カ月前に予知されたとしても、本質的には同じです。安全なところへさっ
さと逃げ出せる人と、どうしても逃げ出せない人がいるからです．

また、大震法は東海地震1こだけ遍用されることになっています。その理由は、気象庁が
予知できると認めているのが東海地震だけだから、ということだそうです。そして、駿河
湾を中心に、莫大な金を注ぎ込んで、予知のためのデ ー タを集めています｀

しかし、同じ程度に地震の起こりそうな地域は、もっとほかにもありそうです．でも、
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気象庁が目をつけているのは、東海地震しかしなし,.そのリ ー ツナブルなわけは、それが
閲東大震災級の被害を東京に与えそうだということ以外にはなさそうです．気拿庁には、
奥尻島や種子島の人たちのために、予知する気など毛頭ないでしょう．ここでもまた、予
知の恩恵を受ける人と受けられない人の選別が行われています。

実は、ほとんど知られていませんが、すでに絶対纏実な地震予知の装置ができています．
駿河湾周辺にはたくさんの地震計が沈められていますね。東海地震が起きたとき、これら
の地震計はすぐに、気象庁にその発生を通報します。電波のほうが地震波よりも早いので、
地震波が東京を襲う何分か前に、地震発生を知ることができるわけです．これはすでに実
際に地震が起きているのですから、絶対菫奥な予知ですね。戴秒か、敷十秒か、敷分か、
それは知りませんが、そのわずかな時間の間に、気象庁はその事実を、誰に伝えるのでし
ょうか．少なくとも、 一般市民に伝える時間も気持もなさそうですね．

地震を予知してほしい、というのは、いちおうすべての国民が希望しています．そうい
う意味では「全国民のニ ー ズ」と言えるでしょう。しかし、それに対する政府や学者の対
応は、今述ぺた週りです。

研究者が曝える国民のニ ー ズの多くは、しかしながら、決して「全国民」の希望するよ
うなものではありません．現代の国家はさまざまな面で分襄しています．むしろ全国民 一

致したニ ー ズのほうが珍しいと言っていいでしょう。
公轡問塵を取り上げてみましょう．
1970年代初讀、水俣病、イタイイタイ病、四日市ゼンソク、新潟水俣病と、全国で公轡

事件が次々に発生しました．いや、発生したのはもっと前で、この年に表面化したのです。
ご承知の週り、公轡事件と言うのは、高度成長に戴った企業の工場が、塵棄物の処理を怠
り、有轡物質を垂れ流したことから発生します。その有轡物賣、水銀やカドミウムや亜硫
醸ガスが回りまわって、まあ四日市ゼンソクのように回りまわらずに直叢来る場合もあり
ますが、漏民 ・ 農民・市民に遍して病気になるわけです．漁民 ・ 農民 ・ 市民は、当然、誰
が有轡物質を演し出したのか明らかにしてほしい、という「ニ ー ズ」を持ちます．企業や
政府は、明らかにしてほしくない、という「ニ ー ズ」を持つようです。この二つのニ ー ズ
は正反対で、それこそ矛重しています．つまり、 「国民」のニ ー ズは明纏に分襄していた
わけですね．

そこへ「学者」が登場します。学者は、どちらの「ニーズ」に応えたのでしょうか。言
うまでもなく、企彙と政府の「ニ ー ズ」に応えました．そのおかげで、水保病の原因は延

々と麗されてしまったのです。
国民のニ ー ズというからには、水俣の漏民のニーズにもこたえる襲婁が学者にはあるは

ずです．電かにそういう学者もいました．でも、こくごく少数でした．旧帝国大学の大大
学の学者はこぞって、企業と政府の昧方をしたのです。

その理由はしごく蘭単です。まず第 一 に、研究には金がかかります。その金を出したの
が企業と政府で、残念ながら水俣の漁師は金を出せませんでした讐

第二の理由は、学界で偉くなり、最後に立派な勲章でももらおうと思えば、大企業や政
府にたてつくことはタフーなのです。漁師や農民や市民の昧方などしていると、勲車はお
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ろか、出世もできません．終姶 一 貫反原発の立橿を貫いた久米三四郎氏は、 定年選官まで

・大阪大学謂師にとどまりました． 高速増殖原型炉「もんじゅ」のナトリウム漏れ事故で、
最近よく新聞に現われる京癬大学原子炉実蒙所の小林圭二氏や小出裕章氏はいずれも助手
のままです。わがF女史もずつと助手ですが、この理由はちょっと違います。 まあ、この

最終調襲を聰かれている人には、よくお分かりでしよう． ー方、原子力安全委員会とかも
んじゅ事故特別調査班などに入っておられる学者はいずれも、東大や東工大の現役教授と

か名誉敦授ですね．
たいていの人は、しがない助手よりも、敦授、 名誉教授のほうが偉いと思っています。

纏かに社会的地位としては上なのですが、ここで問璽にしているのは中身です。 その中身
でも、やはり助手より敏授のほうが優れていると思っている人はたくさんいるでしょう。

そこで、こんな記事を照会しておきます．昨年(1995年）12月10日（もんじゅ事故の2

日緩）、朝日新圃に出た「『運転中止をJ各地で抗● 遍報遅れに不唇慮 住民、原因の

究明を覆求」という記事に登橿した3人の学者の襲記です．

まず、京大原子炉奥●所の小出裕軍盟王（原子槙工学）の［危険性、共遍の麗識）とい

う醸訴．＂
「ナトリウム漏えい場所が、溶攘工事の節位だとすれば、もんじゅには無数の

沼養個所があるので深刻な問·だ。 溶螢個所が危ないというのは動撚も国も学

者も共遍の麗識だった．にもかかわらず、 今回の事故になったことは、配管に

かかる力を逃すのに失敗したといえる． 爆発や火事といったナトリウムの化学
．的性質と、伸び纏みしやすいステンレスを管に使っているのは、いわばァキレ

ス腱（けん）．動鷺、国はもう一 度この事実を見つめ、もんじゅの開発をやめ
るぺきだJ

次に、原子力安全賽員会賽員長の郵甲饗正・東大名誉載授の［溶簑技法に問塵か］とい

う括；••:.... •••• .

「科学技衛庁からまだ詳しい輻告は受けていないが、配管の溶攘郎分から漏れ

たのであれば、溶攘技法に問●があったのではないか。 溶摘郭は他にもあり、
こんなことがしばしばあるようでは困るので、まず原因を究明することが大切

だ．ただ、ほかの原子力発電所は配管の素材も設計も違うので、今回の事故の

ケ ー スは、もんじゅ固有の問■だろう」

最緩に、 ［大事故を予防した］という、原子力安全要員会放射性物質安全輸送専門郎会

長の青木成文・東工大名嘗敷授の襲葛．
「装置が作動してナトリウム漏えいを発見した点をとらえれば、 工学的には大

事故を予防する今までの研究成果が実ったとも言える。約3年前の溶接部分が
高温になって火災報知機が働き、そのあとでナトリウムが漏れた、とは考えら

れないだろうか。 漏れた場所がパイプの継ぎ手や計洞器の取り付け邸分などの
問璽であれば、原子炉装置を止めて補修するレペルですむ。それでも技術が足

りなかったといえるのだが。 バイプの亀裂ならバイプの材質に問題があるとい
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うことで取り換えるなど重大な事霞になる」

ー読しただけで、助手と名誉敦授の中身の違いは明らかだと思いますが、あえて蛇足を
つけておきましょう．

青木名誉教授の襲話は、傑作の名に恥じません。青木氏はまず、事故をナトリウム検知
磐が発見したことは、研究の成景だと自賛します．でも、ナトリウム検知器がナトリウム
漏れを発見したからといって、研究の成果とは言えないでしょう。当たり前の話だからで
す。ところが、本当は、ナトリウム漏れを先に発見したのは、火災輻知器だったのです。
ナトリウムが漏れて火災が発生し、火災轄知器が曝り始めた．ナトリウム検知器がランプ
をつけたのはそのあとでした．そこで青木氏は、 「約3年前の溶筆郎分が高漏になって火
災輻知器が働き、そのあとでナトリウムが漏れた、とは考えられないだろうか」と強引に
推定します．残念ながら、ナトリウム検知薔に欠陥があり、ナトリウム漏れを累早く検知
できなかったことが、その緩明らかにされています。 「研究成果」は奥らなかったのです。

この慶話を読んで、震塵水蕨艶にいたとき、兵庫県に●われて但罵海岸の海底公園予備
調査なるものに引っ彊り出されたことを思い出しました。スキュ ー バ漕水の技衛と魚に関
する「学鵬」を買われて、魚璽班の班長として、10日圃漕りつばなしでした．ぁの頃はま
だ元気だったのですね。スキュ ー バのボンベには160気圧という高圧の空気を詰めます．
専門の技術者がいて空気を詰めてくれるのですが、この技傭者がまたいい加減な男で、コ
ンプレッサ ー で空気を詰めながらどこかへ行ってしまうのです．コンプレッサ ー には安全
弁がついていて、 150気圧以上になると、 「ブシュ ー ツ」と大変な音を立てて空気が噴ぎ
出てきます．みんなびつくりするのですが、彼は平然として、 「ああ、噴いた噴いた。こ
れでこそ『安全弁』だ」

似たような話ですね．まあ、東工大名誉教授といったって、結局は技術者の成れの果て
ですから．もっとも、コンプレッサ ー ともんじゅとは、根本的に違っています。同じ技術
者といっても、さすがに「大物」です．

叡甲東大名誉叡授はどうでしょうか．彼は、すべての賣任を「洛攘技法」の問■に押し
つけてしまいます．かんぐっていえば、港攘工の賣任だと言っているようなものです．そ
して、 「原因を究明することが大切だ」と言ったそのすぐ艤（こ、これは「もんじゅ固有の
ケース」で「ほかの原晃には霞偏ない」と言い切ります．ふつうの科学者は、原因が分か
っていないうちにこんなことを言わないものです。まあ、彼は「原子力安全要員会賽員長！
ですからね．

この二人の「大物」技衛者に比ぺると、小出助手の談括はきわめて明竃です．もちろん
原因が濃度計が折れたという裔爆天外なものであったことが分かっていない段階ですから·`
小出助手も溶螢拐分を農っています．しかし、溶接工の責任になどしていません。いかに
泡接技法が完璧であっても、そこは原発の「アキレス腱」だと言っています．そして、 「
もんじゅの開発はやめるべきだ」と言い切るのです e

敬授よりも助手のほうに中身がある。それは別に、原子力技術者に限ったことではあり
ません。我が金沢大学理学祁においても、まさにその達りです疇とくにわが生物学科には
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欝60歳になんなんとしていまだに「好奇心」を失わず、研究やら、そのほかのことやらに
打ち込んでいる助手が、少なくとも一 人いるのです．困ったものですけどね．

こういった現象の理由は、それこそリ,-‘Jナプルなものです．常に主流を歩き、多くの
研究費とたくさんの学生を使って業績を上げた研究者が、教授になります．そして教授に
なると、自分で研究することはやめ、．研究費集めやら学会めぐりやらに糟を出します．ど
んな罵鹿なことを言っても批判されません。そして、無事定年退官を迎えると、あちこち
からお呼びがかかって、気拿庁や科学技楯庁の何とか餐員会の重員として迎えられること
になります．． 厚生省のなんとか研究班の班長として、とんでもないことをした名誉教授が
いましたね．

こんな状況におかれた人が、． 自然に対する素朴な好奇心を失わず、朧虚に研究を自分で
績けて行くことなど、亀対という言葉は伎いたくありませんが、やはり絶対にありえない
ことでしょうーそして、'-好奇心と●慮さを失った「科学者」のたどる道は、自らの考えを

一｀ 絶対に正しいと思い込む、働慢への遍しかありません．私も最近、好奢心の衰えを慮じて
います．何しろ、数戴纏力を振るう

9

日本生物学会の会長ですからね．檄慢への道はあと一
歩です．そうなったら何をするか分かりませんよ．

《7風長：ぽんとうだ．．すていことになりそうですね．6局長：学生なんか、
だますのは籠単や、いうて、いつも豪圏してるものなあ．7局長：そろそろ逃

げ出す峙網ですね．6局長：その遺りや》
一方、企業や政府に逆らうとどうなるか．まず研究費がろくに当たらなくなります．大

学の研究費は、朧座費と科学研究費の二本立てになっていますが、大学叡官である限り、
たとえ助手でも欝座費は当たります．しかし、この調座費なるものはここ20-30年ほとん
ど増えていないのです．物働の上昇を引けば、どんどん少なくなっています．それに比べ
て、科研費のほうは大幅に上昇しています．今年だって、軒並み伸びを抑えられている予
算の中で、7％もアッブしています．ところが、この科研賣なるものは、 「これこれこう
いう研究をしますから、これだけください」と申肩しなければなりません．そして響査さ
れて、当たるか当たらぬかが決まります．農民や漏民や市民の味方になって、反公轡、反
原溌の研究をしたいと言って申朧などしたって、·当たるはずはないのです．

工学狐や医学邸はともかく、遷学圏ではかつては、企業から研究費が来るなどというこ
とはほとんどありませんでした．そこで私たち理学団の学生は、；・ ・ 「童学共同反対」を叫ん
でいたものです．ところが、この頃は遷学聾にも企彙からの研究費が舞い込む時代になり
ました．すると、雛も「産学共同反対」などと言わなくなりました．でも、反公轡、反原
夷の研究には、企業も金は出さないでしょう·

実は、研究費をくれないだけではないのです．金の代わりに「聾注意人物」というレッ
テルをくれます．農民や漏民や一艘市民という「国民」の「ニ ー ズ」に応えて研究してい
るのですが、どういうわけでしょうね．

役所や企業でこういう人物が現われた場合、どうするかというと、仕事と職場をかえる、
つまり配転するのです。労働組合の強いところで1ま職員をうつかり，，ビにはできませ～
そこで、みんなのいやがるような職場に配転してお灸をすえるわけです。神戸市にいたと

1 7 0 4 



きに聞いた話ですが、この配転には組合も文句が言えないのだそうです．なぜかといえ1-;f...
神戸市には山奥の浄水場とか焼き場とか、誰も行きたがらない職欄があって、人事朦は苦、
労するのだそうです。職員にはたいてい市会朧員がついていて、変なところへ配転したり
すると、たちまち現れるとか。組合が配転に文句でも付けたりすると、人事朦長が「じゃ、
組合に人事櫃わたすから、うまくやってくれ」

まあ、そんなこと言いながら、配転をうまく使って人事管理しているのですけどね．
神戸市で、組合活動ばかりして僑い人の言うことを111かない人物がいました．三ノ宮の、

この間地震でつぶれた本庁舎にいたのですが、彼はまず区役所に配転になりました．出世
コ ー スからはずしたわけですね．でも彼はたじろがず、そこでもまた組合活動をやったも
のですから、神戸市はついに、王子動物●に飛ばしました．動物相手に岨合遍動でもして
おれ、ということでしょうね．

攘磨水族麓にいたとき、この人に会ったことがあります．
私「では、ぼくは大丈夫ですね．初めから水族艶にいますから」
彼「いや、危ないよ．，、神戸市には六甲嚢林纏物●というのがあるからなあ」
六甲嚢林纏物園というのは、六甲山の山奥にあって、 一日にバスが二、三便しかないと

いうところです。これは、ひとつ、飛ばされたときの備えとして調べておかなくてはなる
まいと、休日に出かけていったことがあります．バスに景っていたのは私ひとりで、森林
纏物11薗で下りると、遍でキャッチボ ー ルしている人がいました．これがそこの職員なの
ですね．何しろお害さんなどほとんど来ないから、道んでいるより仕方がない．．「これは
いいところだ」というのが纂 ー 印象で、中をぐるっと回ったら、 「やつばりいいところだ
と思いまじた。季節はちょうど春で、メタセコイアの林があざやかに芽吹き、野烏がきれ
いな声でさえずっているのです． i」＼鳥の声を111きながら、哲学の本を毎日饒めるなど、最
高ではないですか。

もっとも、私は本性せっかちで、しかも業績主襲者ですから、そういうのんびりした生
活にあこがれてはいますが、やってみて耐えられるかどうか分からない．多分耐えられな
いでしょう．

《6局長：案外、、自分のことはよく分かっているらしいね．7局長：そうなん
ですよ．ですから、なかなか言い負かせないんです》

そこで、そういうときのために、そこでできる仕事も考えてきました．それは、野鳥の
鯛づけをして、野鳥と遵べる野鳥公●を作るというものです．手景りウグイスとか、肩に
止まるサンコウチョウなど、豪しそうでしょう。当時野生のサルを餌づけした野襲公圃が
全国あちこちにできていましたが、野鳥公園、とくに小鳥の餌づけというのは、どこもや
っていませんでした．今でもないようですね。白鳥や鴨ならありますが．

この運由は、こんなことなのです．置で成功したのは、ニホンザルと人間とが、だいた
い体力的に拮抗しているからだ．どちらかが圧倒的に強かったら、交流は難しい．

それはそうですね．野ライオン公園とか野ヽ／ウ公園など、ちょっと行きたいとは思いま
せんね。小鳥の場合は逆です．手乗りウグイスを菫り潰されたらかなわない。そこでその
対策まで考えました。入園者の手を縛っておく、というのがその 一 案です。あのころ、そ
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うとうに暇だったのですね．

そこまで考えて準備していたのに、六甲森林纏物園への配転は、とうとう実現せずじま
いでした。ところが、14年目にいたって、とんでもない配転活が舞い込んできました．時

代はちょうど1970年代初讀、公轡問・が全国的に爆発したころです。神戸市にもその対策
として、市民生活局という新しい局ができ、その中に公害問題を取り扱う部局を作ったの

ですが、なんとそこへ私を配転するというのです。

水俣病やイタイイタイ病で、工学者や医学者の植威が落ちていました．あんまりいい加
減なことをしていましたからね．そこへ、公轡の救世主として名栗りを挙げたのが、我が

生憲学者だったのです．すぺての公轡は自然を遍して起こる．自然の研究者である生態学
者こそ、公轡問●を正しく扱うことができる、という触れ込みで、次々と名乗りを挙げる

生塵学者が饒出しました．いちおう生顛学者はそれまで、手を汚していなかったものです

から、国民も掲待を持ち、エコロジ ー 運動まで起こったわけですね．

愕を麗そう、私は、そのエコロジ 一 の大家だったのです。少なくとも神戸市では腱ーの
生朧学者でした．魚の鴫暉の戴を数えてドクタ ー まで取っていたのですから．私がドクタ

ーを取ったとき、神戸市の纏務葺長という傭い人がわざわざ水族鱚までやってきました．
水族艶は研究してはいけないところでしたから、叱られるのかなと思っていたら、 「君は

神戸市の誇りだ」と大げさに誉められてしまいました。
「ところで、君の学位●文と言うのは、何ペ ー ジくらいあるのや」
「図表含めて50ペ ー ジくらいです」
「何や、そんな短いものでええのか」

「諭文というのは、長さじゃなくて、内容なんですよ。アインシュタインの学位論文は

E=mo2と書いただけですからね．1ペ ー ジくらいなものです」

「ほんとうか。アインシュタインの学位論文は1ペ ー ジか」
本当かどうか知りませんが、そんなこと言ってたら、褒な韻して纏務拐長は帰ってしま

いました．

まあ、そういうわけで、どうやら生纏学博士の私を、公害謙の目玉に堡えようという人

事だったようです．たまたまそのことを私に耳打ちしてくれた人がおりまして、 「さあ、

大蛮だ」と、あの時は少々あわてました．当時私は水族艶で売全に干されており、仕事と
といえば好きなことを気が向けぱやるという、世にも恵まれた地位にいました．公轡課な
どへ行けば、悪れる市民に立ち向かって、ごまかすのが仕事になります．まさに、天国か

ら地獄へ璽行ですね曇そこで、筐長さんに、 「ぼく、そんなところへは行きませんよ」と
一言言っておきました．すると、2、3日もしないうちに、神戸市の人事拐長から呼び出

しがかかってきたのです。指定の壇所は国鉄須磨訳前の喫茶店で、人事芭長はあたりを見
回しながら、私を喫茶店の一番奥の應に連れ込みましたっ朝早かったから、人っ子 一 人い

なかったのですけどね。そのうえで、声を漕めてしゃべるのです． 「人事というものは、
ここまで秘密にしなければならないのだな」と、その時覚りました。

郎長の話は、私に提供された職がいかに神戸市にとって露評であるか、ということで、
まあ、蘭単に言えば、水族艶のしがない銅育係から大きく出世させてやろうというのに、
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おまえは何をぐずぐず言っておるのだ、ということでした．仕方がないので、 「ぼくは魚
が好きだから水族麓に就職したので、神戸市に来たわけじゃない。水族饒以外に専るつも
りはない」と答えたら、 「そづ言われたら、取り付く島はないなあ」と、案外あっさり配
転を取り消してくれました．その1年緩に金沢大学に雹ったのですから、 「魚が好きだ」
など、よくも言えたものですな人事震長はきっと態ったことでしょう．あるいは、遍い
ところへ行ってくれたので、ほっとしたかも知れませんね。ドクタ ー コ ー ス1年中選で学
位まで持っているような、かさの高い平職員は、市としては量いにくいものなのです．

というわけで、ずいぶんと話がそれてしまいましたが、国民のニ ー ズに応える研究にも
二種類あって、出世できる研究と出世できない研究があるわけです．リーツナフルもニー
ズも、言葉というものは使い方によってどうにでもなります．自分の出世のために研究を
やリ ー ゾナプル、その研究費を糠ぐために国民のニ ー ズを持ち出し、そしてそのやり方こ
そリーヽJナフルだ、ということですね．

もっとも、全国民一 致したニ ー ズが仮にあったとしても、そこにはまだ問■があります。
かつての大日本帝国は、昭和26年12月8日、ハワイの真珠湾攻撃によって、アメリカと ‘•

の輸争に突入しました．あの日に全国世●調査をしたとすれば、どういう結果が出たでし
ょうか．

真珠清まではアメリカとの職争に批判的だった人も、あの大欝利によって、ほとんど戦
争派に転同しましたから、職争支持薫はおそらく7圃以上、8糎くらいに運していたので
はないでしょうか．私は小学校4年生、日本海軍の熱烈なファンでしたから、もちろん戦
争澱です．いわゆる遣歩的知識人や文化人も例外ではありませんでした．特高が目を光ら
せていて、公燃と反対を主彊する人はすでに監薫の中にしかいませんでしたし、せいぜい
冷ややかな目で●蒙し、日記に記していた永井清風のような、遊び人と言っては羅いです
が、まあ、遭び人みたいな人たち以外に、反対派はいなかったのです。

現在大学を風●している「ニ ー ズ」●を遍用すれば、あの時代には軍事研究をしなけれ
ばならないことになってしまいます．国民の大多数が鞭争を支持し、鴫争に欝っためにあ ｀

らゆる力を発揮しようとしていたのですから．当時、それは「繊力職」と言われていまじ
た．

国民すぺてが支持するからといって、そのことが正しいわけではありません．それは、
日本に限らず、ヨ ー ロッバ近代国家すべてに当てはまることです．近代ヨ ー ロッパの世界
侵略、纏民地化は、それぞれの国民の圧側的支持のもとに遵行されてきました． 「全国民
のニ ー ズ」だからといって、無批判にそれにしたがって研究することもまた、大学の研究
者のとるぺき●度であるとは思えません．

さて、こうなると、いったい何を目的にして研究すればいいのか、が改めて11!!1われるこ
とになります．

国家というものは、ときどきおかしくなります。というよりも、たいていおかしくて、
時々正常にもどる、と言ったほうが正建かも知れません日本という国家は、昭和の初め＼

からおかしくなり、昭和20年8月15日を境にして正常にもどりました。稟に正常だったの
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は、 ほんの2、 3年といったところでしょうか． 朝鮮戦争で警察予備隊ができ、 それが自
衛隊に発展して、日本は再び軍事国家の道をたどり始めます。 それでも、 いちおう平和憲
法の枠があり、 戦争体験を持った国民はあまり踊りませんでしたから、 おかしいといって
もまあまあ正常の枠にとどまってきました疇 最近どうやら、その枠を破りそうな気配です
が。

日本だけではなく、 世界各国を見ても同じようなものです． よく言えば生活水準を上げ
たい、 はっきり言えば儀けたい、 国民の要望があり、 それをうまく利用して、 さらに儀け
ようとする運中がいます． ですから、 国家が「正常」であることはむしろ例外と言っても
いいのです．

ところで、 ここで使っている「正常」とか「おかしい」という言葉について、 触れてお
きます．

人閻は難でも、 なんらかの規範に従って生きています． 例えば、 他人に迷惑はかけなし、
�．． というのがその撮範の一つですな国家もまた、 他の国に迷嘉をかけないという規範が必

饗です． 迷憲にもいろいろあって、 武力で侵略するのが最大に迷嘉なら、 ちょっとましで
すが経済的侵略も、そうとう逮籟な話です． さらに文化的侵略というものもあるでしょう．
いずれにせよ、他国に遂憲をかけない状朧を「正常」とし、 迷嘉をかけるようになると「
おかしい」とする、 というのが、私がここで使っている言葉の意味です．

もちろん、これは私の規範であって、••これが唯 一 絶対のものではありません． ほかの人
にはほかの規範があるでしょう．私だって、これから先考えが変われば、 規範を取り換え
るかも知れません．

学者というものはいわゆる知識人であり、知識人である限り、自分自身の規範、 さらに
は主鶴や思耀がなければなりません． それを持っていれば、 文塾省の若い 』Jヽ役人に一 言言
われてあわてふためくようなことは、 ないはずです。

そこで、 知識人である、いや、 あるはずの大学教官は、 自分の規範、 さらには主襲、 思
爆に忠奥であるぺきだということになります。 つまり、 研究も学問も藪青も、 それにした
がって行なえばいいことで、 文包省や国民の鵬手な言い分など聞かなくてもいいのです。

これを支えているのが、 「大学の自治」であり、 「学問の自由」なのですが、 この二つ
とも、 どうやら大学から飛び去りつつあるようです． 飛び去ったというよりも、 支えてい
るはずの大学教官そのものに、 思爆や主養がなくなってしまったので、 支えようがないと
いうところでしょうか．

この四月、教養郎が解体され、 全学邸の全教官が敷養叡育を担当することになりました．
私は、敬養のない叡官がどんな敦養叡育をするのだろうと、 密かに心配し、 あちこちで言·
い触らしているのですが、 よくよく考えれば、 敦養敬育どころの語ではなくなっていまし
た。 どうやら、 大学から、 特に理学郊から、 学問そのものが消え去りつつあるようです．
まあもともと、 なくなって困るほどの学問でもないようですから、 それはそれでいいので
すが。
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（纏集局だより）

（その1》『金沢城のヒキガエルJ ●評の続報

ついに恐れていたことが起こってしまいました。会長の本 r金沢城のヒキガエル』の書
評が、なんと岩波の r科学』誌に戴つてしまったのです．これまではテレビとか週刊誌と
か新聞とか、それも専門外の文科系の方の書評ばかりでしたが、今度は r科学』ですから、
ついにあの本が、 「科学の本」として麗知されてしまったことになります。困ったことで
すね．会長はニャニャ笑っているだけですが．

書評したのは、早稲田大学生物学敦室の石居進という方で、会長の駈では、．「全然、知
らん」とのことでした．F助手やS助敏授が少し知ってて、何でも生化学系縞の人のよう
ですね．本文にも出てきますが、会長と同じ昭和 一桁の、だいぶお年を召した方です．

やつばり、そうとう誉めています．もうこれ以上、誉めないでいただきたいのですが。
（第7編集局長）

書評． r科学』誌1996年3月号(66巻3号）222 - 224ペ ー ジ

この本は 一見したところ、金沢城鱒のヒキガエルの生活を、その1526匹からなる集団が
消減するまで、9年閻にわたって（大蓑裟にいえぱその1匹1匹について）観察した壮大
な記録のようにみえる．それだけでも偉大なものであって、私もそのつもりで読み始めた。
しかし、のつけからある特定のII体のヒキガエルのことが思わせぶりに出てくる．9年間、
毎日のようにヒキガエルをみていた奥野氏は、1匹 1 匹のヒキガエルを、・われわれが隣人
を 一 人 一 人区別するように、見分けているようである．そしてなぜその特定の値体に氏が
特に気を入れていたかがわかってくる．このあたりから、この本はただの生活史の本では
ない、という気がし始めた。

算1章ではヒキガエルと同時に氏の周囲の学生や研究珊境の語が出てくる9．何となく氏
の人柄が戴じられる．学生への対応の仕方など、多分、私と同じ昭和 一 桁生まれの方だな
とわかつてしまう．

章が遣むとヒキガエルそのものの素晴らしい葛が饒き、・引き込まれてしまった。成長｀
行動、繁殖、寿命など多くの人が持つ、ヒキガエルの生活についてのほとんどの覺問がこ
こではつぎつぎと解き明かされてくる．氏がいろいろな晨問をどのようにして明らかにし
たかについてもよくわかり、時には自分も研究に参加しているような錯覚さえおぽえてし
まった．具体的に何がそんなにおもしろかったかは、本をお鴨みになればわかることであ
る。

この壮大なヒキガエルの物圏は、金沢城薗のヒキガエルの集団が突如、消減することに
よって終わる。なぜ消減したかについても、おもしろい話がいろいろと出てくる（お知り
になりたければ本をお読みください）。東京は目罵の自然赦育園の久居宣夫氏も自然教育
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園のヒキガエルについて立派な研究をされている。 久居氏によると、ここのヒキガエル集
団も消減しているという． 私的な会話の中ではあるが、 久居氏は金沢城とは異なった消減
の原因を考えているようだった。 このお二方をお呼びして、 消減の原因について議論して
いただくとおもしろいに違いないなどと余計なことを思ってしまった．

とにかく夢中で第5章まで読み進んだ。 第6章 “ ヒキガエルの社会 ” には、奥野氏の主
張が、糠やかではあるが熱心な感じで述ぺられている． 氏はヒキガエルの社会には縄彊り
もなけれぱ順位もないことをあげ、また繁殖戦略といったことも日本のヒキガエルには存
在しないのではないかとデ ー タを示して主彊されている． そして、 縄張りや順位といった
ことばかりを重要視する動物社会学 一辺倒な最近の傾向を批判し、繁殖戦略や利己的遺伝
子といった考え方の鵬理は、 現代資本主襲の繭争原理とみごとに一 致していると述べてい
る。この軍の中には鵬轡を持ったヒキガエルの語が詳しく述ぺられているし、 同時に大学
の非常勤職員の問■にもふれられている。ここにも、 氏の社会的問麗に対する考えかたが

.. 示されている．
この本には序章に対応して終攣がある。ここを読んで、この本はやっぱりヒキガエルの

自然史の本ではないと思った． この本は氏の日本の研究者に対する批判と、大学教育に対
する警鐘の本である． 氏は、 社会の趨勢が学問の原理にまで影響を及ぼしていると警告を
発している。 決して瀧しい表現ではないが、この本は現代社会にたいする、 また自然科学
の世界に対する厳しい批判の書である。多くの生物学者にぜひ読んで、考えていただきた
いと思う。ただ、氏はこの本の中のあちこちで、ご自分のことを反省しておいでである。
そこで、いくらかやましい気持ちで読む私のほうも救われる思いがした．

ここまで書いてしまって、もう1度、現在私の住む日本の生物科学の世界を撞り返って
みた． かつての学閥や年功序列主養に対する批判として能力主襲が震榜され、 今では多く
の大学で研究業績の客観的評価が主彊され、受け入れられるようになった． 私もそれが正
しいと思っていた．しかし最近、私は遺伝子操作を駆使して第 一 糠の分子生物学的研究を
されているある大学の方から、 ・先生のところは、 兵隊がたくさんいていいですね ” とい
われてショックを受けた． 卒論の4年生や大学院の学生の人たちを、． そのような目でみる
人が現実にいて、しかもそのような言葉が平気で出てくる時代になっていたのである（も
しかすると昔から同じような考えの人はいたにしても）．

大学の教員を論文の単純な数とか、綸文がどれだけ有名な雑誌に掲載されたかという基
準だけで判断すると、薗文増産職略、一 流誌投稿戦略、 研究出し抜き戦略などが重視さね
学生を兵隊という言葉で表わすような考えがふつうになってくるのであろう． いろいろな
研究所が競って大学院をもち始めたのも、 同じような考えからではないかと気になった。

研究テ ー マについても、 最近では人間社会との関係の深さがより重要視されるようであ
る。 多くの研究者や学生が、 免疫、がん、濃境などの研究のほうがヒキガエルの研究より
価値が高いと思っている。 さらに研究の方法についても、 それが新しくなけれぱ研究自体
の価儘が低いとみなされる。 私自身、 文郎省の科学研究費の申請書に組換えDNAを使う
実験であるという樋に印をつけるような研究でないと、 轡査を通りにくいことを感じてい
る。
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金沢城躊のヒキガエルの競争なき社会を紹介することによって、；このような現代の大学
の罠潮に対し、一見薯やかに、しかし内面は厳しく批判しようとしたのが本署の目的であ
ろう．

もう一つ、氏はアズマヒキガエルだとかニホンヒキガエルだとかいう細かな区別をほと
んどしていない（この亜璽名の説明はあるが）、東（あずま）に住む私は最近、国鑑や、本
でニホンヒキガエル、アズマヒキガエルと細かく区別しているのをみるたびに•あずまえ
びす（東夷） ・ という言葉を思いだし、なんで差別するのだろうと、密かにひがんでいた
のである．その点でも纏しい本であった。

《その2》会長とある拳生の会葛

また低学年の学生が会長の郎屋へ現れた．
会 長：また来たな．

石居 進（早薯田大学叡育学薗生慟学叡室）

学 生：そんなにいやがらないでくださいよ．
会 長：いやがつてるわけではない．また来たな、と思ってるだけや．
学 生：そういう風には思わないでください．
会 長：では、どう思えばいいのや．
学 生：よく来たな、とか ・ ・ ・

会 長：よく来たな．
学生：よくも来たな、と聞こえますね．．
会 長：正解や．ところで、今日は何の記や．この111は住専と日本経済の誓やったけどな。

あの編きか．，
学 生：いえ、住専の量はもう結●です．
会 長：6000円、払う気になったのやな．·
学 生：払いませんよ、そんなもの．．
会 長：患も相当に頑国な奴やな．まあそのうち、予算が遍って、払わされるけどな．
学 生：取りに来るんですか、6000円 ＇．
会 長：まさか．まあ、それはいいけど、今日は何や．
学 生：曇、研究者になりたいのですけど、なれますか？
会 長：なに．．．1 (会長、ぐっと詰まる）• まあ、なれんことはないけど、なんで

研究者みたいなものになりたいんや．
学 生：なぜつて ・ ・ ・ 奥験するの、おもしろいし、こんなこと、 一 生続けられたらいい

なあーと思って．
会 長：そこらに見本がたくさんいるけど、どの見本みたいになりたい？
学 生：そうですね．00先生なんか、いいなあ。
会 長：xx先生なんか、どうや．
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学．生：いやですよ。xx先生は．
会長：00先生のどこがいいのや．
学 生：時代の先端を行くような最新的な研究をされてますし、それに教育熱心だし．
会 長：誰かと正反対やな．
学 生：雛かつて、先生のことですか？
会 長：そう、まともに聞くな•
学 生：先生もいいんですけど、先生みたいになろうと思ったら、ソクラテス勉強せんと

あかんのでしょう．
長：，ソクラテスは苦手か．
生：晨、哲学は苦手です。読んだって、分からないもの．
長：本には二糧類あってなあ．
生：二薯類しかないんですか．
長：饒んで分かる本と、読んで分からん本の二種類や．
生：ああ、そういう意棘ですか．分かりました．
長：それでな．鵬んで分からん本は、饒んでも意味はない。
生：璽かにそうです．だから、農、哲学の本なんか饒まないんです．
長：ところがな読んで分かる本を鵬んでも、やつばり意味はない．
生：え？ どうしてですか？
長：分かってるのやったら、読まんでもええのとちゃうか。
生： ？．？ ？ 
長：かくて世の中には、読む本はなくなる．何しろ世の中には、読んで分かる本と読

んでも分からん本のに種類しかなくて、そのどちらも、饒む憲味がないのやから
なあ。

生：なんかおかしいなあ。
長：どこがおかしいのや．
生：読んでも分からない本というのは、璽かに読んでも意味がないと思いますけど、

饒んで分かる本のほうは、ぼくがこれまで知らなかったことも書いてありますか：
ら、知識を増やすという意味があるんじゃないですか．．

長：君は、単に知識を増やすために本を鵬んでいるのか。
生：ええ、まあ．それも、目的の一つです．
長：目的の 一 つということは、二つ目があるということか．
生：あると思いますけど．
長：二つ目の目的つて、何や。
生：それは、まあ、考える、ということですか。
長：自分の考えと違う考えが書いてあったら、ああ、こんな考えもあるのか、という

ようなことか。
生：そうです、そうです。さすがは、先生、よく分かりますね． ．

長：変なところでおだてるな．そやけど、自分の考えと達う考えで魯いてある本が、
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君のいう、分からん本じゃないのかね．
学 生：そうなんですか．そうでもないと思うけどなあ。先生の本なんか、よく分かりま

すよ．債と考え方は違いますけど．
会 長：どこがどう違うんや．
学 生：そんなこと、急に言われても ・ ・ ・・
会 長：どこがどう運うか、分析もせずに、考え方が違うなんか、言えんのやないか。
学 生：本を饒むとき、そんなことまでいちいち分析せんといかんのですか．
会 長：君は研究者になりたいんやろ。
学 生：はい．． ．:.·'·.,..
会 長：研究者というのは、分析が仕事やないか．なんでも分析せんといかん。
学 生：曇、研究者に向いてないんかなあ．
会 長：いや、:nぃてるよ．今の大学では、●しいこと考えたり、分析したり、してては

研究者にはなれん．どうでもいいような斬しい知鵬をどつさり仕込んで、やみく
もに奥●したらいいのや．

学 生：じゃ、曇、研究者に向いているんですね．ぁ、実鵬の晦胃だ．また来ます．
（学生去る。会長、饂槃として）

会 長：どうにもならんな．
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（会 計 輻 告J
19-.95年4月～1996年3月

阪 ． 入
-、1 00円会員
1000円会員
2000円会員
カ ン バ

薗年度●り鑢し

1 2人
97 5人．

4人
1件

1.20 0円
75000円

8000円
280円

103260円
•  

計
•  

支 出

生

．． ．
再
封
送

祗
纏
料

12000枚X 1 • 6円
1000枚X3•8円

37~39号
40·41号

;187740円

19200円
3800円

75000円
35000円

計 133000円

差し引き次年度織り越し 5 4740円

（監董暢告J
監査：1年に5号とは、ようがんばら彊りましたな．
会長：去年、あんさんが態りはりましたからやおまへんか．
監査：態りましたかいな．それで、今年はどうしはりますねん．
会長：あと9号出したらちょうど60号になって、切りがよろしおす

ねんけどな．ちょっと無運ですな．．
監査：そんなことしたら、死んでしまいまっせ．
会長：それくらいで死にませんで．
監査：いや、会長はんやのうて、会員が死にますがな．

日本生物学会 会計監査 夢籍 忍次郎 印
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「日本生物学会」 設立趣意●

なんにも目的はないけれど、 「日本生物学会」なるものをつくろうと思う．動物学会や
糧物学会はあるが、日本にはまだ、生物学会と称するものはない．しいていえば、それが
設立の動機である。

会の目的はないが、事彙はおこなう。
その一つは、会誌の発行である。これを「日本生物学会誌」と名づけるヽ刊行は不定期

とし、原稿が集まり次第発行する。したがって、原稿が集まらなければ、永久に発行しな
応内容は、会の名称にふさわしいものとする．ただし、 鰭生物 ＂ には当然人闇も含まれ
る。たとえ天文学でも、もしそれを人闇がやったのならよいことになる．また、 ・日本 ＂

生物学会であるので、日本圏以外は受つけない．受けつけた原薯は、無響査・無修正のう
え、無賣任に掲麟する．

• 算二の事彙は、 「大会」である．年 一 回金沢において開く．大会は、しゃぺりたいもの
がしゃべり、聞きたいものが11くことによって成立する．したがって、しゃぺりたいもの
がいなければ直ちに解徽する． （聞きたいものがいなくても同糠である） 二次会はさま
たげない．

会員の資格は ・ 非教授・ とする．要するに、敬授以外であれぱだれでもよい。もっとも、
教授以上の社会的地位の方は、おことわりすることがある．

会員の鶴務は、会費をおさめること、及び、会費の行方について、深く追及しないこと
である．会費は当分の闇、定職についているもの年1000円、定職なきもの年100円
とする。善意の轡付はこれをこばまない．ただし轡付しても、何の特典も与えない。

会の ・ 管理・運営 ・ は、当分の111、会長の独戴とする．会員は会長に対｀し、団交楯を持
っ．したがつて、纏会は開かない．団交は文書でおこなってもよい．

本郎は、金沢市丸の内1の1 金沢大学理学邸生物学叡室 生憲学纂 ー 研究室（現：金
沢市角間町・223号室）におく．運絡はすべて本郎あてにおこなうこと．

各地に支郎を殷立することが望ましい．支郎長は自壽すれば直ちに発効する。支郎の管
理運営は支葺長の独戴とし、本郊は 一 切調知しない．

以上の亀旨に賛同の方は（あまりいるとは思わないが）、あるいは賛同しなくとも、同
封のカードに氏名・住所・●話番号をかき、会費を同封して、本邸まで送られたい。会詰
の発送をもって受頓書にかえる。原稿がなければ永久に出ないことを御了承のほどを｀

1977年5月26日の佳き日に
会 長 奥 野 良 之 助
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“ 則一 追 足

教授もしくはこれと同等の社会的地位にある者で、 どうしても入会を希望するものは、
“不名誉会員 ” とし、 会費2000円を慧収する．

学那長、 学長もしくはこれに同等な社会的地位を有する者で、 何としても入会したい人は
“特別不名誉会員 ” とし、 会費4000円を徴収する。
現普通会員も、 出世したときは、これらに準ずる。
会費の送金は、郵便局の下記撮替口座を利用するのが、 最も安上がりである． もちろん

切手でもよく、100円を書留にして350円かけて送ってもらっても、 当方はいっこうに差し
支えない．．

振讐口座 金沢 0-40763 日本生物学会

日本生物学会 投稿綱疋
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4

5
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日本圏に限る。
漢字はなるべく当用漠字に限ること． タイプの活字がないときは、 欝手にカナに変え
ることがある． 《ワーブロになったので、たいてい大丈夫》
原稿の長さの制限はしない．ただし1号は100枚(400字詰め）しかはいらないので、
遍宜分割し掲麟することがある． へ．． ． ．

形式・内容とも、まったく自由とする． 読む•読まないは読者の自由であるから、読
者のことなど考えずに書けばよい．
匿名、 変名、 ペンネー ム、 いずれも可．もちろん本名でもよい．
いずれの場合も、 肩書き、 所属などは不要．
轡稿者には本筐5郎を進呈する． 別圃りのほしい方は、 原稿にその旨記しておくこと。

図、 写真も可． ただし写真はおそらく、 何が何かわからなくなるものになる。

1 9 8 2年8月改訂・． ．

(197 7年7月の算1号35ペ ー ジ記鼈の投稿規定は、・廃棄処分とする。
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